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「叢ら最も書き善より智恵ある言葉を探し求めよ。
まさ

また正に研究と信仰とによりて学問を求むべしJ
(教義と聖約88：118)
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ものです。みたまの働 きを経験 した人々

にとって，そのようにして得 られた知識

は，五感 を通 して得 られたものと同様確

かなものなのです。私 はこの ことを証 し

たいと思 います。 また教会員のほとんど

の方々が，同様 に証 できるものと確信 し

ています。 また絶えず心をみた蒸の波長

に合 わせていただきたいと思 います。 そ

のようにするときに，私 たちの生活は豊

かになり，永遠 の父なる神 に親 しみを感

じるのです。そしてほかのいかなる方法

でも得 られない喜びを味わうことができ

るで しよう。

世 の人を惑わすような議論のわなに1

か からないで ください。・その ようなもの

は，ほとんどが否定的な もので，好 まし

くない結果 を生 むことが多いのです。 こ

れか ら先 も，明るい面 を見て語 り， 自信

ある態度を養いなが ら信仰 をもって共 に

歩んでいこうではあ りませんか。 そのよ

うにするときに，強さが強さを生んでい

くのです。

救い主が群衆 の中を歩いてお られたと

き，長 い間病気 に苦 しんでいたひとりの

女が主の衣 に触れ ました。 そのとき主 は，

ご自分の中か ら力が抜 けていくのを感 じ

られました。そして主の ものであったそ

の力が彼女 を強めたのです。これは私た

ちにも言えることです。

主はペテロに言われ ました。

「シモン
，シモン，見よ，サタンはあな

たがたを麦のようにふるいにかけること

を願 って許 された。 しか し，わたしはあ

なたの信仰がなくな らないように，あな

たのために祈った。それで，あなたが立

ち直ったときには，兄弟たちを力づけて

やりなさい。」(ル カ22：31-32)

今 日，非常 に顕著になっている否定的

気運に乗 じることのないよう，気 をつけ

たいものです。私 たちには頼れるすばら

しいもの，立派なもの，美 しいものがた

くさん与え られています。私たちにはイ

エス ・キリス トの福音 が与えられている

のです。福音 は 「良 きおとずれ」です。

主のメ ッセージは，希望 と救 いのメッセ

ージです
。また主 のみ声 は，良 きことを
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伝え知 らせ る声です。主 のみ業は，輝か

しい完成 されたみ業です。

主 は，愛する者たちが悩み沈んでいる

ときにこのように言われました。「あなた

が たは心 を騒 がせる な， またお じける

な。」(ヨ ハネ14：27)

これ らの確信ある言葉 は，私たちの指

針 となるものです。主こそ，私たちが信

頼 を置 くことのできるお方です。 なぜな

ら，主ご自身と主の約束 は決 して滅びる

ことがないからです。

(これは，1983年6月 のBYUハ ワ イキ
じ

ヤンパズ卒業式におけるヒンクレー副管

長 の式辞 をもとにしたものです)

ホ ーム テ ィーチ ャー外 の提案

強調点 ：ホームティーチングのときに，

以下の点 を話 し合 うと良いで しょう。

1。 私 たちはこの世 の知識だけでなく，

霊的な真理 を絶えず求 めていかなけ

ればならない。

2。 真理 を求める場合 には，善 を，美を，

そして建設的 な事柄 を求めでいくよ

うにする。

3.批 判家たちは，過去の人々の品位 を

落 とし，さげす もうとする。私 たちは，

その時代時代 に偉大な働 きをしてく

れた人々の欠点や弱点よりも彼らの

長所 に目を向けるようにする。

4.多 くの人々が，将来 に対 して不安 を

抱いている。決 してあきらめること

をせず，将来 を憂慮する人々によっ

て自分 の可能性が危機 にさらされる

ことのないようにする。

5.理 性 に力があるということは信ずる

に足 ることであるが，知識の源は理

性 だけではない。「神 はその聖 き『み

たま』により，すなわち聖霊の言い

尽 し難 き賜によりて……知識 を汝ら

に与 えたまわん。」(教義 と聖約121：

26〉

話 し合いを進めるために

1.真 理 を求 め，建設的な見方をするこ

とについて自分 の意見 を述べる。家

族 にも話 してもらう。

2.家 族で朗読 した り話 し合 ったりする

と良いと思われる聖句や引用文 がこ

の言己事 の中 にないだろうか。

3。 訪問の前 に家長 と打 ち合わせた方が

良い話 し合 いができるのではないだ

ろうか。
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供たちはいつでも魅 力的です。 ふ

た り別々の人間である父親 と母親

の，心と体，情緒が混ざり合 ってひとつ

となった集大成だからです。親の特徴 を

どんな風 に受 け継 いだか，話 し振 りやし

ぐさ，笑 い方，姿勢，美的感覚 などにも

興味 を引かれます。

そうしたわけで，私 は系図にも興味 を

持 っています。 自分がどれだけ先祖の姿

を伝 えているか， 自分 の性格や体の特徴，

癖 がどのあた りの先祖 から来ているもの

かと，考 えることが ときどきあ ります。

一人一人の先祖 について説明した詳 しい

記録があって， 自分 と比べてみることが

できたら，さぞかしおもしろいでしょう。

残念なが らそのような記録 は私 たちに

はありませんし，先祖全体 について私 た

ちの知 っているところもはなはだ不完全

です。ところが意外 と言 えば意外，最 も

信頼 に足 る系図情報は，一番古い最初 の

両親 についてなのです。

私たちは聖書の初めの記録 を読 むとき

に， 自分の先祖 の歴史を読 んでいるのだ，

この人たちと自分 とはつながっているの

だという意識 を持 っていないことが多い

ど、思います。

イラクを先祖 の故郷 と考 える人はほと

んどいないと思います。 しかしイラクは，

父祖 アブラハムが生 まれ育 った土地 です。

シリアはおおかたの人にとって異国とし

か思われ ませんが，私 たちの先祖の りベ

カとラケル も，そしてヨセフもシ リアで

生まれました。ヨセフがイスラエルを故

郷 とすれば，妻のアセナテはエジプ ト人

であり， しかもエジプ トの祭司の娘 でし

た。ですか ら，エフライムとマナセはエ

ジプ ト人 との混血です。系図 をたどれば，

私 たちの大半が地球人としてつなが り，

世界で起 こる出来事はどれも遠い親類 に

関係 しています。

記録 のない時代があったために，これ

らの昔の先祖 との間 に隔た りが生 じては

いますが，私 たちは今 も見習 うべき模範

を彼 らに見ることができます。自身の名

前や息子のエフライム， マナセといった

名前が祝福師の祝福 に頻繁 に出てくるヨ

セフが， その良い例です。彼の生 き方 に

ならえば，私 たちはこの世 で市民として

傑出するのみならず，次の世では 日の光

栄を受け継 ぐ資格 を有する者の中に数 え

られ るでしょう。

ヤコブとラケルの長子

父ヤコブにとって，ヨセフは古今最高

聖 徒 の道 、1986年2月 号 7



の恋愛の結晶でした。 ヨセフのように，

母 のために14年 間 を捧 げて働 いた父を持

つ人はまれでしょう。ヤコブのラケルに

寄せる愛 は大 きく，最初 の7年 が 「彼女

を愛 したので，ただ数 日の ように思われ

た」(創 世29：20)と モ ーセは記録 してい

ます。

結婚後， ラケルはなかなか子供 に恵 ま

れず，そのことで深 く悩 みました。姉の

レアが6人 の息子とひとりの娘を産 んで

から， ラケルに長子 ヨセフが恵まれます。

3番 目の妻 ビルハと4番 目の妻 ジルパが

ふた りずつ息子 を産 んだあとのヨセフの

誕生でした。

すでにヤコブは90歳 に近 く，祖父のア

ブラハムにサ ラがヤコブの父であるイサ

クを産んだ年 頃になっていました。ヤコ

ブとラケルは，久 しく待 った子供で した

から，このヨセフを特 にかわいが りまし

た。 ところが ヨセ フ誕生のわずか数年後

に，ラケルは異国で次男のベニヤ ミンを

難産 し，死んで しまいました。ヤコブは

17年 してヨセフをエジプ トに奴隷 として

取 られう亡きものとあきらめましたが，

四半世紀近 い歳月の後 に，成人 してエジ

プ トのパロに次 ぐ位 にのぼったヨセフ と

再会 しました。それか ら30年 後 に，ヤ コ

ブは死んで故郷の土 に葬 られました。

ヨセフが若 き日の17年 間を どれほど懐

かしんでいたかは興味あるところです。

誕生の地であるハランについてはあまり

覚 えていなかったで しょう。 ヨセフが生

まれてじきに，ヤ コブは家族 ともども故

郷へ，すなわち今 は彼の名 を取 って呼ば

れているイスラエルの地へ帰 っているか

らです。それ よりも，父親 と祖父である

ラバンの緊迫 した別離 の光景や， あるい

は，叔父エサウの怒 りから身 を隠 して以

来20年 振 りの再会 に際 して不安 でいた父

ヤコブについて， ヨセフは何 を見 いだ し

たので しょう。

こうした出来事 が起 こった頃はまだ幼

かったでしょうか ら， ヨセフの記憶 に残

ったことはそう多 くはなかったと思 いま

す。 しかし注目すべきことは，両親 にと

っては，これ らの様々な出来事の うちで

ヨセフの存在が大 きかったということで

す。主 に愛 されたこの青年 は， ことに母

の死後，父 からこよなく愛 されました。
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モーセ との血縁 関係

2世 紀後 に生 きたモ㌣セにとって， ヨ

セフはまた別の形で心 を捕 らえる人物で

あったことでしょう。モーセは， 自分 と

血のつながった名高いこ・の人の性格に関

心 を覚 えたに違いありません。イスラエ

ルの民がヨセフのひつぎを携 えながら荒

野を40年 さまよった間， ヨセ フは どんな

人であろうかと考 えたはずです。 自分 が

イスラエルの民 をエジプ トか ら導 き出す

一方で
， エジプ トヘ導 き入れてイスラエ

ルの民を救 ったこの人 にっいて，モーセ

は何 を思ったでしょう。 どちらも国では

主要 な地位 にあ りました。 どちらも兄弟

臣
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●エジブトのヨセフ ◎ブロビデンス・リソグラフ社

しいた

か ら虐げ られて い ます。 ふた りとも手

腕家 であ り，主 か ら豊 か に祝福 され ま

した。

モーセはヨセ フのととをどこで知 った

のでしょう。五書を記 したときに， ヨセ

フのことをどれだけ知 っていたで しょう

か。その記録の一部が後 に別の ヨセフ(ジ

ョセフ)に 与えられたときのように，啓

示 の形で教 わったのでしょうか。それ と

も，何年 も前にヨセフ自身が残 した記録

で も読んだのでしょうか。

モーセの関心を特 に引いたのは，今は

ジョセフ ・ス ミス』訳の創世記 の母後の章

にある， ヨセフの予言であったに違 いあ

罎

繋
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りません。 この言葉 を初 めて読 んだとき，

モーセはどう感 じたことでしょう。「わた

しは，わたしの民をエ ジプ トの地から救

いだすために，ひ とりの聖見者 を起 こす

であろう。彼 はモーセ と呼ばれる。 この

名 により，彼 は自分があなたの血統であ

ることを知るであろう。彼は王の娘 に養

われ，その子 と呼 ばれるか らである。」(ジ

ョセフ ・ス ミス訳創世50：29)

ヨセ フはさらに，モーセが手 に杖 を持

ち，紅海の水 を打 って， イスラエルの民

を解放 に導 くであろうと予言 しました。

モーセの兄アロンが主の代弁者 となって，

神 の律法 をイスラエルに伝 えることにな

ります。 こうした予言を，モーセは予言

が成就 する前 に読 んだか，後で読 んだか

興味あるところです。もし前 であったな

ら，その後 の行動 に影響 は受 けたので し

ょうか。

モーセに教 えられた事柄 の中には，ひ

とつの支族が イスラエルか ら別れた後 に

その子孫によって書かれ る記録 について

のヨセフの予言が含 まれていました。 そ

の予言 は，宋 日のイスラエルの中か ら選

ばれる聖 見者，父の名 を取 って名づけら

れ るもうひとりの ヨセフ(ジ ョセフ)に

ついて語 っていました。その予言 は，別

の ヨセフ，すなわちジ ョセフ ・ス ミスに

よって翻訳 された， ヨセフの末 の記録で

あるモルモン経 にも載 っています。(II二
いにしえ

一ファイ3章 を参照)古 のヨセフに寄せ

る二一フ ァイ人の関心 はヨセフの予言 に

関するリーハイの言葉 によく表 われてい

ます。「およそ予言の中で ヨセフの誌 した

予言に勝 るものは少 い。 ヨセフは私 たち

とこれから先 の子々孫々について予言 を
しんちゆうばん

した。その予言は真 鍮 版 に刻 んである。」

(II二 一 ファイ4：2)

これ でわかる通 り， レーバ ンの真鍮版

にはヨセブの民の記録が載 っています。

リーハイからさかのぼ ってヨセフに至る

先祖の記録です。そこには， ヨセフの子

孫でありながら聖書 には載 っていないゼ

ニフやゼノクといった予言者 たちについ

て も書かれています。彼 らも，ほかには

ないヨセフにっいての記事を残 していま

す。例をとれば，モロナイが， ヨセフは

野のけものに食われ たと言 って，兄 たち

がヤコブに持 ち返 ったヨセフの上衣の こ

とに触れています。

聖徒 の道/1986年2月 号

ヤコブはその上衣 の切 れ端 を，息子の

形見 として保存 しました。やがて死期が

近づくと，ヤコブは半世紀以上 もしまっ

ておいたその上衣 の切 れ端を見つめ，ヨ

セフの子孫の一部 は，衣の しっか りと保

存されている部分の ように取 っておかれ，

ヨセフの子孫のそのほかの者 は衣のあと

の部分のよう に主のみまえに失 われるだ

ろうと予言 したのです。(アルマ46：24-

27参 照)

聖 書学者 の興 味の的

聖書学者 もヨセフと彼をめぐる話 に大

きな関心を抱いています。来るべ き出来

事，とりわけ救 い主の生涯 に関係する出

来事 を予言的に暗示する， いわゆる原型

なる ものを研究 している学者たちにとっ

ては， なおさらです。聖書の歴史を原 型

風 に見 る好例が，イシマエル とイサクの

誕生をモーセの律法とキリス トの律法 に

たとえたパ ウロの場合 です。(ガ ラテヤ

4：22-31参 照)大 筋で， ヨセフの一生

の説明に救 い主 の生涯がよく投影 されて

います。
ちようあい

ヨセフは父に寵 愛 された息子で，父か

ら用事 を言 いつかり， 自分 を敵視 してい

る兄弟 たちの所 へ遣わされました。ヨセ

フが父に気 に入 られて， 自分たちを教 え

たりするのをねたんだ兄弟 たちは， ヨセ

フの言 うことに反抗 し，虐待 して，彼 を

亡 きものに しようとついには命 を「取る」

のです。穴に投 げ込 まれるところか らエ

ジプ トの獄 に捕 らわれるまでの次の局面

は，キ リストが地獄の穴に下ることと，

霊の獄 に行 くその使命 とに比較 できるか

もしれません。

結局 ヨセフは獄屋から出され，王に次

ぐ第2の 地位 を得 ます。兄弟たちに奪わ

れた(体 の象徴 である)着 物は豪華な衣

装 に変 わり，彼の前では皆 が頭 を下げま
ヤ

す。彼 は高位 に上 って兄弟 たちの救い手

とな り，許 しを与 え， あたかも命のパン

を与えるように彼 らを養います。

ヨセフと兄弟たちをテーマに，4巻 も

の本を書いた.トーマス ・マ ンのような文

学者たちに限らず，聖書学者たちが ヨセ

フに引き付 けられるわけはよくわか りま

す。 しかし私 は，子孫 である私 たちこそ，

ヨセフに深い関心 を寄せて しかるべ きだ

と思 うのです。彼 は歴史上，宗教上の偉

穿 融 、 峨`… ■

1撫　
昌
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●兄 た ち に名 乗 りを 上 げ る ヨセ フ

◎ブロビデンス ・リソグラフ社

兄弟たちと再会 したときの

ヨセフには，キリストのよ

うな愛があふれていた。ヨ

セフはうれしさのあまりこ

ぼれ落ちる涙をこらえるこ

とができなかった。

、§㌧

人であるばか りか，生 き方 において，私

たちの模範 ともな ります。

キ リス トにつ いての知識

ヨセフの模範 に従 って彼の持つ特性を

身につけたな ら，生活はより豊かに，よ

り充実 したものになるでしょう。彼 は私

たちに，救い主を知 るに至る道を示 して

います。 その意味 で，先祖ヨセフ(あ る

いは先祖の義人のだれか)に ついて学、ζぐ

ことは，成長 して主 に近づく訓練 になる

のです。故ブルース・R・マ ッコンキー長

老 は，永遠 の生命 を得 るには主を知 らな

ければならないことに言及しつっ，究極

的 に私たちが どれほ ど主に近 くならなけ

ればいけないかを語っています。彼 は総

大会の話の中で，次 のように言いました。

「私 たちに永遠 の救 いを得 させる
， そう

した完全 な意味 において神を知 るという

9



ことは，神 の知ってお られることを知 り，

神の喜ばれることを喜 び，神の経験 され

ることを経験 することである。新約聖書

の言葉で言えば，私たちは『神 に似た者』

とな らなければな らない。」(「大会報告」

1966年4月)

使徒ペテロは，キ リス トを知 るにはど

のような特性を身につけたらよいかとい

うことについて語った中で，次のように

言 っています。

「力の限 りを尽 くして
，あなたがたの信

仰に徳を加え，徳に知識 を，

知識 に節制を，節制に忍耐 を，忍耐に

信心 を，

信心 に兄弟愛 を，兄弟愛に愛 を加 えな

さい。」

そ してペテロはこう続 けています。

「これらのものがあなたがたに備わって
，

いよいよ豊かにな るならば，わたしたち

の主イエス ・キ リス トを知る知識につい

て，あなたがたは，怠る者，実 を結 ばな

い者 となることはないであろう。」(IIペ

テ ロ1：5-8)

主 の方法 と主 の約束 に信頼を寄せるこ

とを含めた神への信仰が第1歩 です。神

の示された道に従 うには，勇気が， ペテ

ロの言う徳が， そして理解が必要です。

さらに， 自分の心を神のみこころに従わ

せる節制， つまり自制心が必要 です。 ま

た，キ リスト教徒 としての努力の成果 を

見るまで には，忍耐が要求 されます。主

の道 を理解 して神 に近 くあろうと努める

信心が要求 されるのです。 そして最後 に，

兄弟愛を深め，その気持ちを愛にまで，

つまりキ リス トの純粋 な愛，キ リス トの

ような愛，キ リス トを愛する愛にまで変

えていくことが求 められ ます。

ヨセフの信仰 と徳 ・

ヨセフはそうした特質の具現者で した。

これらの性質 はヨセフの中に豊かに宿 っ

ていました。神への信仰 は極限近 くにま

で試されています。神 に見捨て られたと

感 じてしかるべき人がいるとすれば，そ

れは，夢 にあった神のお告げを伝 えたた

めに拒絶 され，奴隷 に売 られ，神 の戒め

を守ろうとしたために責 めを受 け，獄屋

に入れられて2年 以上 も拘禁 されたヨセ

フで しよう。

同名のジョセフ ・ス ミスも似 たような
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●父をいたわるヨセフ(ト ビン画)◎ ブロビデンス・リソグラフ社

エジブトに売られたヨセフがとうに死んだと思っていたヤコ

ブ。族長ヤコブがヨセフと再会したのは四半世紀もたってか

らのことだった。

苦難に遭い，牢獄の中か ら 「お ・神 よ，
なんじ い ず こ おわ

汝 は何所 に在 したもうや」(教 義 と聖約

121：1)と 叫 びました。エジプ トのヨセ

フも同じような気持ちであったに違 いあ

りませんが，信仰が揺 らいだことを示す

ような記録 はどこに も残っていません。

それどころか， ヨセフは自分 に起きるど

の出来事 にも神のみ手を感 じていました。

先 に述べた，キ リス トを知 るために身

につけるべ き特質 としてペテロが第2に

あげた徳は，ポテパルの妻 との事件 でヨ

セフが示 した純潔 にも見 られ ますが，本

来 もっ と広 い意味 を持 ってい ます。徳

(virtue)の 根 源であるvirはvirile(男



らしい)と いう言葉 に関連があ り，勇気，

力 といった語感 もあるのです。「人の子」

と呼 ばれたイエスに似て， ヨセフの生 き

方 は男性 と女性両方の注 目を集めました。

彼 にひかれたのはポテパルの妻のような

女性だけではあ りません。多くの人が，

会 うと即座 にヨセフの指導者 としての素

質 を見抜 きました。 ポテパルはヨセフに

家をつかさどらせ，持 ち物 をみな彼の手

にゆだねました。獄屋番はすべての囚人

をヨセフにゆだね，パ ロは彼を， 自分 に

次 ぐ第2の 地位 に取 り立てました。

ヨセ フの 知識 と忍 耐

ペテロは，「徳 に知識 を」加 えなさいと

書いています。神 が弟子たちの中に求め

ておられるのは賢さです。 キリス トは，

「だか ら，へびのように賢 く， はとのよ

うに素直であれ」(マ タイ10：16)と 言 わ

れました。パ ウロは，「兄弟 たちよ。物の

考 えかたでは，子供 となってはいけない。

悪事 については幼 な子 となるのはよいが，

考 えかたでは，おとな となりなさい」(1

コ リン ト14：20)と 言 って います。盲 目

の信仰 は，キ リス トの弟子 としては不十

分 です。
おこ

羊飼 いか ら身を興 して権勢 を得 たこと

を考 えると， ヨセフの蓄積 したであろう

知識や知恵がどのようなものであったか

わかってきます。彼は まず，主 に聞き従

うことから知識を得た と考 えられますが，

エジプ トの支配層 にあって，特 に穀物や

エジプ ト国土の管理 を要求 されたという

ことからも， その知識 に注 目すべきで し

ょう。 ヨセフはパロの夢 を解 き明かして

から，「それゆえパロは今，さとく，かつ

賢い人を尋 ね出 してエジプ トの国を治め

させなさい」 と勧 めました。パ ロはそれ

に対 して，「あなたのようにさとく賢 い者

はない」(創 世41：33，39)と 答 えていま

す。 これは，パロが ヨセフの霊的な力を

認め た発 言 と取 れ ます が， また，実務

面 において もヨセフの知恵が本物 である

ことを証拠 だててもいます。

ヨセフの 自制心 や忍耐は， その生 き方

に如実 に表 われています。ポテパルの妻

との事件や，長い牢獄生活でも主 を一心

に信頼 していたことでそれがわか ります。
ゆ う し ゆ う

ユダヤ人の歴史家 ヨセフスは，幽 囚生活

についてのヨセフの態度 を，興味深い言

聖徒の道/1986年2月 号

葉で論評 しました。 ヨセフスは，実 にピ

ラトを面前にしたキリス トを思わせ る言

葉で こう記録 しています。「さて，いっさ
ゆだ

いを神 の手 に委ねていたヨセフは， 自分

の身にふ りかかったこの事件 について何

の弁解 もしなければ，真相の暴露なども

行わずに， ただおとなしく監禁 され身の

不 自由 に耐 えていた。災禍 の原因や事の

真相 を知っている神 が，彼 を縛 りあげた

人び とよりも力のあることをいずれは示

されると確信 していたのである。」(フ ラ

ウィウス ・ヨセフス著，秦剛平訳 「ユダ

ヤ古代誌」第2巻5章1節 ，山本書店発

行〉

ヨセフの信 心と愛

敬度さ，あるいは信心 も，ヨセフの人

とな りを形作っていました。彼の祈 りは

何 も記録 されてはいませんが， ヨセフの

話の全体 から，彼は主 と近 い人であった

と感 じます。 ヨセフの生活の一 つ一 つの

事件 に神 のみ手 があ ります。ポテパルの

妻の誘 いに対 しては，神 への敵対行為だ

ということで拒絶 しました。エジプ トで

兄弟 たちと再会 したときは，エジプ トに

売 られたのは彼 らの前に道を備 えるため

の主 の方法であったと言って，報復 を心

配する兄弟たちの気持ちを静 めました。

ヨセフのキ リス トのような気質，特に

兄弟愛や愛 という特性がよくわかるのは，

ヨセフと兄弟たちの間柄 を考 えたときで

す。 ヨセフは息子のマナセの命名にあた

って，「神 がわたしにすべての苦難と父の

家のすべての事 を忘れさせ られ た」(創世

41：51〉 と，心の内を述べています。22

年 も経 って兄たちと出会ったときのヨセ

フの衝撃 はどんなだったでしょう。心に

はどのような思 いが交錯 したので しょう

か。 このときも，兄 たちの気持 ちを確 か

めるまで名乗 リをあげなかったところに，

忍耐心の強 さがうかがわれ ます。兄弟た

ちが， ヨセフを奴隷 に売 った罰 だと話 し

合うのを当のヨセフが聞いている有様ほ

ど，人情味のあふれる光景はないと思い

ます。(ヨセフは通訳者を使 って話をして

いたので，話が理解で きるとはだれも気

づいていなかった)ヨ セフの応対は厳 し

いもので した。 しかし，神 もやむなく私

たちに厳 しい態度で臨 まれることがたび

たびあります。二度 までも涙をこらえき

れず，それ を隠すために部屋 を出なけれ

ばならなかったヨセフを見れば，真から

後悔 した人 を赦す気持ちでいっぱいにな

った，彼 のキ リス トのような深い愛を感

じるのです。

私 は先祖 ヨセフを，多くの点で尊敬 し

ます。その信仰，知識，克己，忍耐， そ

して敬慶 さ。 しかし，と りわけすば らし

いと思うのは，その兄弟 を思 うやさしさ

と愛です。それは彼が持つ一番気高い性

質で，救い主 と， またヨセフの子孫であ

る私たち1モも共通する特性 です。それは，

ク リスチャンらしい立派な模範者，世が

生んだ偉人のひとり， キリス トを真 に知

ることが どういうことであるかを全子孫

に教 えて くれたこの先祖 の子孫 として，

私たちが見習うべ き特質なのです。

*ア ーサー ・R・バセ ット：ブ リガム ・ヤ

ング大学人文学部準教授。オ レム ・ユタ

ステーキ部オ レム第3ワ ー ド部福音の教

義 クラス教 師

話 し合いましょう

「卓越 した模範者ヨセフ」を読んだあと

で，次 の事柄 について考えてみましょう。

また，家族全体 で，福音の勉強をすると

きに話 し合 ってみたらどうでしょうか。

1.「 ヨセフの一生の説明に，救い主の

生涯 がよく投影 されています」と述べ ら

れています。主はなぜ，こうして事前に

暗示 されるのだと思 いますか。 そこか ら

何 が学べるで しょうか。

2.ヨ セ フは，兄弟たちやポテパルに
しいた

よって虐 げられて も，神への信仰 を持 ち

続 けました。私たちもそのような信仰 を

持 つにはどうした らよいで しょうか。

3.兄 弟からどんな仕打ちを受 けても，

ヨセフは自分 から彼 らを許 しました。 こ

のような謙遜 さや愛を養 うには，家庭で

どのようなことをしたらよいでしょうか。

どうすれば， ヨセフのようなクリスチャ

ンらしい方法で人 を愛せるでしょうか。

4.ほ かにどんな性質を， ヨセフから

学べますか。すべてに，救い主を見習 う

ように努力するヨセフの模範 に， どうす

れば私 たちも従 うことができるでしょう

か。

楽
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絶えず祈れ
自己への語 りかけの代 わりに

ジェー ムズ ・T・デ ュー ク

天父 へ語 りか けたとすれ ば，

それは本質的な意味で

絶 えず祈 っていることになるので曳

オ
ナイダの小山で語 られた偉大 な説

教の中で，貧 しさに打ちひしがれ

たゾーラム人 にアルマが教 えたものは，

信仰 と従順 の原則で した。話はさらに礼

拝に向けられて， アルマはゼノスの教 え

について触れています。アルマの証を聞

いたアミュレクは立ち上が り，自分 の証

を述べるとともに，民がゼノスと同 じよ

うに祈ることを熱心に勧めました。

「それであるから私 の兄弟 らよ
，ねがわ

くはあなたたちが悔改めを生 ずる信仰を
あわれ

起 し，神 が自分たちを憐 みたもうよう，

神の御名によって祈 り始 めることを神が

許 したまわん ことを。
そな

神は人を救 う大能 を具 えた もうから，

神 に憐みを求めよ。

へ りくだってたえず神 に祈れ。

牧場 に居 る時は，あなたたちの家畜の
むれ

群 について神 に祈れ。

家に居る時 はあなたたちの家族全体 に

ついて朝 も昼 も晩 も神 に祈れ。

あなたたちの敵の力 を防ぐことができ

るように神に祈れ。
ただ

一切の義 しいことに敵対 する悪魔を防

ぐことがで きるように神 に祈れ。

あなたたちの田畑の収穫 が豊であるよ

う，その作物 について神 に祈れ。

牧場 にあるあなたたちの家畜がふえる

ように神 に祈 れ。

こればかりではない， あなたたちが一

人で部屋に居るときも，秘密 の所 に居る

ときも，また野に居 るときも心 にあるこ

とをうち明けて祈れ。

声をあげて主に祈 らない時でも， 自分

の為 また自分のまわ りの人々の為 を思 っ

てた えず心の 中で主 に祈 れ。」(ア ル マ

34：17-27)

何 年 もの間，私 はどうしたら 「たえず

心の中で主 に祈」ることがで きるか思 い

めぐらしてきました。そして，天父と絶 え

ず心を通わせるための扉の鍵を見つけた

のです。

私は担当 している社会学 の生徒たちと，

人間の行動 に関する分析の権威 であるジ

ョー ジ ・ハーバー ト ・ミー ドの著作につ

いて よく話 し合 います。 ジョー ジ ・ミー

ドが特 に興味 を持 ったのは，人の思いと

その思いが どの ように作用するかという

ことで した。彼の解説によれば，思考 の

過程 は単純で両者 は深いつなが りがある

ということです。 ミー ドによると，思考

とは本質的 には自己と自己が交わす会話

です。「私 たちは自己の語 りかけを聞 くこ

とができる。私たちの言葉の意味 すると

ころは，他者へのとまったく同じに自身へ

も向けられている。」(「思 い 個 人と社

会」 シカゴ大学出版，p.62)

これ によって，私が取 りとめのないこ

とを考えているときに私 の心がどう働 く

か容易に理解できます。唇 は動かず，だ

れも私の言葉を聞 き取ることはできませ

ん。それでも私 自身への語 りかけは，ほ

とん ど休みなく続いているのです。「ごみ

を出す時間だよ。(伝 道 中の息子の)デ イ

ブはきょうは何 をしているだろうか。彼

のいる ミネアポ リスは，きょうは寒 くな

らないといいんだが。さてと，出かける

としようか。さもないと仕事 に遅 れるぞ。

あれ，昨月 は車 にガソ リンを入れなかっ

たな。仕事場 までガソリンがもたないか

もしれない。学校へ行 く途中で寄 る時間

はあるかな」といった具合 です。

もしもこのような心の中の思いが 自己

との会話であるなら，それを神 との対話

に変 えられないもので しょうか。祈 りは

心の中の思いと大して違 いはありません。

実際の ところ，類似点が多いのです。 自

己への語 りかけの代 わ りに天父へ語 りか

けたとすれば，すなわち私の心 の中の思

いが祈 りとなるわけです。私の生活のあ

らゆる面 に，あらゆる決定 に，天父に介

在 していただけたらどうでしょうか。 ま

さにア ミュレクが言っているように，本

質的な意味で絶 えず祈 っていることにな

るのです。

この考 え方 によれば，私 はもっと頻繁

に 「たえず心の中で祈」っているわけで

す。そして天父はいつも私の話 を聞いて

くれる友， いっでもどこでも傍 らにいて

くれる友になります。私の心の中の思 い

が神 に向けられるな ら，それは一層有意

義で神聖 なものとな ります。

「デイブはきょうはどうしているだ ろ

うか。父よ， どうかきょうもデイブを見

守 りたまえ。汝の福音 を求 めたる者に彼

を遣 わせたまえ。かくもすばらしい息子

を育 てさせていただきましたことと，彼

が喜 んで汝に仕 えようとする心， その良

心 に感謝申しあげます。さあ出かけると

しよう，さもないと仕事 に遅れてしまい

そうだ。……」

もちろん，いつの間にかひとりごとに

なって，自分 だけで納得 して しまうこと

もあ ります。 しかし次第に主が近 く感 じ

られ，聖霊の導きがわかるようになって

います。私 の心 が和 らぎ，天父が私 に耳

を傾 け， しかも愛 してくださっていると

実感できるひととき，主への私 の愛はど

んなにか高 まることでしょう。私 は喜ん

で父と呼びたいと思います。天父 をほめ

たたえます。私 が心の中で絶 えず祈るた

びに，天父への感謝は 日ごとに深 まって

いるのです。
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かP｣｢青 少 年 ってみんな大変で

しょう。学校の友達 つき合 いではお酒や

タバ コの誘惑がついてまわるし,教 会 に

来て も気の合う友だちがいな くてつまら

ないと思っている人もいます。 それ以上

に自分 自身が嫌 いという人はセ ミナリー

の生徒の中ですら7割 近 くを 占め,彼 ら

が楽 しく明るい信仰生活を送るのはとて

も大変 なことです。そこでた くさんの同

じ悩みを持 つ仲 間が年 に一度集 まって情

報交換 した り,証 を述べた りしてお互い

に励 まし合 い,た くさんの希望 と決心を

胸に秘める場なのです。｣
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時間 もかけて来 た生徒,ま た高熱をおし

て出席していた生徒 もあ り,一 人一人の

意気込 みが伝わって くるようでした。

鈴木正三長老の開会のお話のあとに生

徒 によるア トラクション,引 き続 いて主
じゃはな

催者である教育部の謝花兄弟 と井木兄弟

が選んだ今年のテーマ｢弱 きを強 きに変

えん｣の もとに井木兄弟の講演があ りま

した。今年度のセ ミナ リーは新約聖書で,

その中よりコリン ト人への第2の 手紙12

章10節,｢な ぜ な ら,わ た しが弱い時にご.

そ,わ た しは強いからである｣が テーマ

聖句です。 レッスンでそれぞれがいろい

ろなことを学び,考 え,そ のあとにグル

ープに分 かれて話 し合 いました
。 自分の

体験やセ ミナ リーで学んだことなどを交

えてディスカッションは白熱 し,た くさ

んの証や友情が生 まれ ました。一人一人

の信仰生活の心得 や失敗談などはみんな

を勇気づけ,励 ましを与えてくれるもの

とな りました。

ポップダンスを楽 しみ,そ の後再 び白

熱するシー ンが展開 されます。聖句探 し

です。教会教育部 では中学3年 生から高

校3年 生 までを対象 にセ ミナ リープログ

●セミナ リーグランプ リの聖句探 し

競争で選抜 されたio人 。入賞上位5

名 は以下の方々です。
めい

1位 日高明子(東 京西ステーキ

部八王子 ワー ド部)

2位 内山光栄(東 京ステーキ部

吉祥寺ワー ド部)

3位 松下みやび(東 京南ステー

キ部大 岡山ワー ド部)
のぶ

4位 一 中間暢子(東 京南ステーキ

部大岡山ワー ド部)

5位 岡本理加(東 京東ステーキ

部鎌ケ谷ワー ド部)

ラムを行 ないます。 旧約･新 約聖書,モ

ルモン経,教 会歴史(教 義 と聖約)を 毎

年1コ ースずつ学び,世 の悪に打ち勝つ

ための霊 の糧を毎週1回 得 るのです。彼

らを守 ってくれるマスター聖句が毎年40

ずつ与え られ,そ れを自分の ものにする

べ く聖句探 しを行ないます。出題者 が問

題を読み終えるか終 えない内に,そ の聖

句の箇所が開かれているというあの光景

には,い っもなが ら指導者 もたじた じで

す。今年 は0.98秒 という新記録 も飛 び出

しました。ある意味 では,こ のグランプ

リでの聖句探 しが4月 か らセ ミナリーを

行なってきた教師 と生徒 の努力 の結実 と

言えますから,生 徒 のまなざ しは真剣そ

の ものです。｢悔 やしいっ!｣｢キ ャー!

だめだわ｣な どという言葉が会場のあち

こちから聞 こえてきます。

そのあとは表彰式 と証会です。その 日

全身で味わった証 を,ま たセ ミナ リーで

日ごろ得ている証 を述べ ます。 メダルを

もらった人,今 年最後 のグランプ リが名
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●セミナ リーグランプ リの聖句探 し

競争で選抜 された10人 。入賞上位5

名 は以下の方々です。
めい

1位

2位

3位

4位

5位

日高明子(東 京西ステーキ

部八王子ワー ド部)

内 山光栄(東 京ステーキ部

吉祥寺ワー ド部)

松 下みやび(東 京南ステー

キ部大岡山ワー ド部)
のぶ

中間暢子(東 京南ステーキ

部大岡山ワー ド部)

岡 本理加(東 京東ステーキ

部鎌 ケ谷ワー ド部)

ミ ナ リ ー グ ラ ン プ リ っ て 何 で す｢セ
かP｣｢青 少年 ってみんな大変で

しょう。学校の:友達 つき合 いではお酒や

タバ コの誘惑がついてまわるし,教 会 に

来て も気の合う友だちがいな くてっまら

ないと思っている人もいます。 それ以上

に自分 自身が嫌 いという人はセ ミナ リー

の生徒 の中ですら7割 近 くを占め,彼 ら

が楽 しく明るい信仰生活を送るのはとて

も大変な ことです。そこでた くさんの同

じ悩みを持つ仲 間が年 に一度集 まって情

報交換 した り,証 を述べた りしてお互い

に励 まし合 い,た くさんの希望 と決心 を

胸に秘 める場なのです。｣

11月23日 は神様がすば らしい晴天をプ

レゼントして くださり,恵 まれて9ス テ

ーキ部 ,1地 方部のセ ミナ リーの生徒が

100名,指 導者が80余 名,東 京 ステーキ部

センターに集いました。遠路はるばる何

時間 もかけて来た生徒,ま た高熱をおし

て出席していた生徒 もあ り,一 人一人の

意気込みが伝わって くるようでした。

鈴木正三長老の開会 のお話のあとに生

徒 によるア トラクション,引 き続 いて主
じやはな

催者である教育部の謝花兄弟 と井木兄弟

が選んだ今年のテーマ｢弱 きを強 きに変

えん｣の もとに井木兄弟の講演がありま

した。今年度のセ ミナ リーは新約聖書で,

その中よりコリン ト人への第2の 手紙12

章10節,｢な ぜ な ら,わ たしが弱い時にこ

そ,わ たしは強いからである｣が テーマ

聖句です。 レッスンでそれぞれが いろい

ろなことを学び,考 え,そ のあとにグル

ープに分 かれて話 し合 いました
。 自分の

体験 やセ ミナリーで学んだことなどを交

えてディスカッションは白熱 し,た くさ

んの証や友情が生 まれ ました。一人一人

の信仰生活の心得 や失敗談などはみんな

を勇気づけ,励 ましを与えてくれるもの

とな りました。

ポップダンスを楽 しみ,そ の後再 び白

熱するシーンが展開されます。聖句探 し

です。教会教育部 では中学3年 生から高

校3年 生 までを対象 にセ ミナ リープログ

ラムを行 ないます。 旧約･新 約聖書,モ

ルモン経,教 会歴史(教 義 と聖約)を 毎

年1コ ースずつ学び,世 の悪 に打ち勝つ

ための霊 の糧を毎週1回 得 るのです。彼

らを守 ってくれるマスター聖句が毎年40

ずつ与 えられ,そ れを自分の ものにする

べ く聖句探 しを行ないます。出題者が問

題を読み終えるか終 えない内に,そ の聖

句の箇所が開かれているというあの光景

には,い っもなが ら指導者 もたじた じで

す。今年 は0。98秒 という新記録 も飛び出

しました。ある意味 では,こ のグランプ

リでの聖句探 しが4月 か らセ ミナリーを

行なってきた教師 と生徒 の努力 の結実 と

言えますから,生 徒 のまなざ しは真剣そ

の ものです。｢悔 やしいっ!｣｢キ ャー!

だめだわ｣な どという言葉が会場のあち

こちから聞 こえてきます。

そのあとは表彰式 と証会です。その 日

全身で味わった証 を,ま たセ ミナ リーで

日ごろ得ている証 を述 べます。 メダルを

もらった人,今 年最後 のグランプ リが名
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各 地 の た よ り

実りある伝道
一ただいま定着率

ほぼり00パーセントー

東京東ステーキ部松戸 ワー ド部

シ ア地 域 会 長 の ウ ィ リ ア ム･R･フ

ア ラ ノトフォー ト長老か4年 前 に日
本担当となられたときに,｢宣 教師や会員

か清くなることか伝道の目的てあ り,そ

の結果 として多くの良いバプテスマか生

まれる｣と 言われました。東京東ステー

キ部 の松戸ワー ト部ては,ま さにそのよ

うな伝道プロクラムか行 なわれています。

七十人クループの増田兄弟や徳 田兄弟

か,専 任宣教師 としての伝道 中の体験を

元に,祈 りをもってフラ ノトフォー ド長

老の言葉 を実践する伝道プロクラムを打

ち出してくれました。これは,会 員か求

道者 に最大の関心を払い,宣 教師の活動,

た とえは家庭集会 を助 けることによって,

みたまのある伝道 を行 なうというものて

す。毎 日曜 日の朝,宣 教師と七十人グル

ープか伝道調整集会を開 き
,そ の場て求

道者 に関する情報 を交換 し,ま とめたも

のを監督会やほかの組織 に知 らせます。

監督会は,聖 餐会て求道者を紹介すると

きに,会 員か関心 を持 つようにその人の

住所,誕 生 日,趣 味なとを交 えて紹介 し

ます。こうすることにより,会 員 と求道

者の距離か一段 と縮 まり,フ ェロー シソ

プか密にな りました。

私たちは真の伝道の精神 に目さめるこ

とかてきました。充実 した伝道活動によ

って良い気持 ちかわ き,こ れか明 日への

伝道の活力を生 むことを実感 してお りま

す。

現在,英 会話委貝会 を中心 に英会話プ

ログラムか活発に行 なわれてお り,宣 教

師と一体 とな ったリフェラルプログラム

か進められてお ります。求道者 は教会の

活動に参加 しなか ら福音を深 く学ふこと

かて きるため,会 員も求道者に改宗前か

ら密度の濃 いフェローシ ノプかてきます。

この結果,改 宗者の数が急ピソチて増加 し

ています。1984-85年 の2年 間に20人 が改

宗 し,定着率 はほぼ100パ ーセ ントという,
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●
毎
週
日
曜
日
の
朝

伝
道
調
整
集
会

羅聯膿鯖瀬難

主の望 まれた成果を得ることがてきました。

最近,キ ース･W･ウ ィルコックス副

会長の指示により,会 員伝道 クラスのプ

ロクラムか進め られておりますか,当 松

戸ワー ト部 ても徳 田兄弟か教師 となって

活発 に行なわれており,会 員伝道 の気運

無 鞠
ぜれ

ドザ 野

翌贈 袖

語 紅

轟

に
ξ
.行

講 有馨

か一段 と高まってきました。フラッ トフ

ォー ト長老の勧 める｢実 りある伝道プロ

グラム｣に 近ついたと確信 してお ります。

そして,こ の真 の伝道精神 をいつまても

持 ち続 けたいと思 います。(レポーター

松戸ワー ト部第二副監督･武 井進)
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各 地 の た よ り

■台湾台中伝道部4人 の宣教師からのレポート

異国の地での伝道

大阪北ステーキ部京都洛北ワード部出身

北 村 富 弘

は,昨 年6月 に台湾での伝道 を始

私 めました。台湾にはふたつの伝道
部があり,南 半分が台湾台中伝道部 の伝

道地域です。台湾は一年 中暖かで,台 中

市の1月 の平均気温 は16℃ です。

こちらではまだ始 めたばか りの伝道で

すが,日 本 で会員 として伝道 していたと

きとは別のことに気 づき,証 と福音への

理解を増すことができました。

こちらの公用語は中国語です。台湾で

働き始めてすぐの頃は,人 々の会話 もよ

くわからず,も ちろん聖餐会の証 もわか

りませんでした。 その頃私 は,自 身の信

仰や証は自分 ひとりで得ている ものでは

ないことに気づかされました。兄弟姉妹

や求道者 と意思がうまく通 じないとき,

歯 がゆい思いで した。 日本にいるときは

何気 なく人々と言葉を交わ していました

が,福 音の祝福を互いに分 かち合 い,理

解 し合い,励 まし合 うときに,霊 が高め

られ,証 が強められ,愛 に満た されてい

たのだと気づきました。

こちらに住み始めて1カ 月ほどしたと

き,同 じアパー トに住んでいた笹岡長老

と一緒に朝の勉強会 を始めました。30分

ほどのもので したが,ふ たりで話 し合う

うちにみたまの導きを受 け,互 いに成長

することができました。 また,送 られて

きたJMTC(宣 教 師訓練 センター)の 同

期生の証集を読み,大 変励まされました。

私 の霊 の成長 にとって母国語 による生

きた証 と励 まし,ま た霊的な方々との少

しの会話でさえも非常に大切 であること

を身にしみて知 りました。

言葉 による意思の疎通が十分 に取れな
ろう あ しや

いというこの体験は,聾 唖者の方々の気

持ちを理解する助けにもなりました。 ま

た,日 本語を熱心 に学 んで働 いてくださ

る 日本のアメ リカ人宣教師に,尊 敬の念

を覚えました。

昨年 の10月 までに3つ の支部で伝道 し

ましたが,こ ちらでは台湾のほかの多く

の支部 ともども,こ れからホームティー

チングが始められるところでした。私 た

ち宣教師 も会員の方々と共に,ホ ームテ

ィーチングを始められるように準備を し

ています。改宗者 にとってホームティー

チャーの こまやかな助 けは欠かせません。

宣教師 として レッスンをしていて,私

は教会員ではない家庭で育 ったことも貴

重 な経験であることに気づきました。家

族で最初 の改宗者は,自 分が新 しい福 音

の光の中で成長するとともに,日 々の生

活で家族 との関係 も改善 しなければなり

ません。私 は求道者 に自分 自身の経験を

通 してお話 しできることをうれしく思い

ます。以前困難 に思 っていたことも主の

方法で克服するな らば,後 に祝福 に転 じ

ることを知 り,主 は私たちに良 い訓練を

与えてくださっていることを感謝 してい

ます。私 はどのような苦難iをも訓練 とし

て喜 び,主 に従 う者 とな りたいです。

人の成長 にとって,愛 ある言葉 と証は

無 くてはならないものです。 イエス･キ

リス トの証 を聞く機会の少 ない方々にい

つ も言葉 と行ないにより愛 を示 し,イ エ

ス･キ リス トの光を分かち合 うように努

力 したいと思います。

キ リス トの模範 と教 えは私の成長 の糧

であ り,日 々の生活 もこれによ り生 きる

ことができます。金版 を守 り,モ ルモン

経を翻訳 し,こ の教会 を回復 してくださ

いました予言者 ジョセブ･ス ミスに心か

ら感謝 しています。(き たむら･と みひろ

24歳)

編…欝

｢主 の愛を全 身で 感じます｣

大阪ステーキ部枚方ワード部出身

笹 岡 俊 之

が伝道 に出る決心 をしたのは,1

私 年半ほど前 の夏のワー ド部 キャン
プのときで した。 それまで伝道に｢出 た

い!出 るべ きだ!｣と は考えていました

が,い つ準備 を始めていつ頃伝道 に出よ

うかまでは決めかねていました。 しか し,
ひらかた

そのキャンプの夜,枚 方のみんなの話題

が伝道 にな り,一 人一人に｢伝 道 に出る｣

と いう強い意志があるのを知 り,私 も心

を大きく動 かされ ました。

夜が更けるにつれ,話 し合いも真剣 な

もの となり,最 終的には,こ の1年 みん

な互いに助 け合い,一 緒に伝道に出よう

と決心 するに至 りました。 そのときの一

人一人の瞳 には輝きがあ り,ま たそこに

平安 と確 かな｢み たま｣の 存在 を感 じた

のを今でも覚 えています。

あれか ら1年,当 時 いた仲間から6人

がそれぞれの任地 に召 され,早 くも1年

近 くになろうとしています。台湾での伝

道は,日 本 で想像 していたよりも苦 しい

ものでした。何 と言って も言葉 が通 じな

いのには閉口しました。 しかし,求 道者

や同僚 と心 を通 わす ことができない日々,

毎 日がものすごく長 く感 じるそんな日々

を4カ 月過 ごしたある 日,自 分 でも信 じ

られないくらいに中国語が理解できるよ

うになっていたのです。 これは私 にとっ

6
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各 地 の た よ り

日本人 にも大切な役 目を神様が与えられ

ているように思 います。

この台湾の地で伝道できる機会を与え

てくださった神様 に感謝 しています。 ま

た伝道 に出られるよう助 けてくださった

兄弟姉妹 に感謝 しています。ここ台湾の

地 にもすばらしい神権者,姉 妹がおられ,

私 たち宣教師を助けて くださいます。彼

らは多くの模範 を私 たちに示 して くれ ま

す。

また特に両親 に感謝 しています。伝道

に出て以来,両 親が私 にしてくれたであ

ろうたくさんの助 けや愛 を伝道中に会う

人々の中に見つけるのです。 また,家 族

がとて も大切 なものであることを模範を

通 して理解することができます。

この教会は神様 の教会です。神様 はモ

ルモン経 を与 えでくださ り,真 理 を知 る

ことができるように助けてくださいます。

生きた予言者が私 たちを導いてください

ます。聖典 と予言者が証 しているように

イエス･キ リス トは私たちの救い主です。

祈 りを通 し,主 か ら力をいただけること

を知 っています。(さとう･こ うし20歳)

｢これ以上にすばらしい経験:が

ほかにあるでしょうか｣

長崎地方部長崎支部出身

的野 竜一

咋
年の9月29日,ポ ス トを見るとソ

ル トレー クか らの封 筒。｢来 た

あ1!｣と ひ とりで叫びながら封 を開け,

大管長のサインを確 認 し,｢さ て任地 は

……｣と 目をやると
,｢TaiwanTaichung

Mission｣(台 湾 台中伝道部)と 書いてあ

りました。思わずあて名を見返 し,母 に

どう説明 しようかと思 うのが精 いっぱい

でした。そ して1時 間 ほどして,買 い物

から帰ってきたばか りの母 に任地を伝 え

ました。 もう1年 がたってしまいました

が,そ のときの母の驚 いた顔を昨 日のよ

うにはっきりと覚えています。

父を10年 前に亡 くしてからというもの,

母 には何か将来の私 に託 すものがあ りま

した。 しか し,多 くの方々が示 してくだ

さった愛 と模範 は,宣 教師 となることに

弱腰 となっていた私 ばか りでなく,母 の

心をも開 き,予 想以上 に早 く同意を得 る

ことができました。そして,私 は大学 を

休学 しました。

昨年 の!1月,JMTC第66期 生 として訓

練を受 けた私ですが,中 国語なんて一度

もかかわったことがないので,期 間中,

以前台湾で伝道 された土持兄弟の助けを

得て,語 学を少 しだけ学びました。 しか

し,ほ とんど話せない状態で12月12日,

ク リスマスソングの響 く日本 を後にしま

した。

さて,台 湾での生活は,予 想以上の も

のでした。 日曜 日の集会,求 道者との レ

ッスン,教 会員の訪問……。証や経験を

分かち合 うこともできずに,た だ張 り子

の虎のように左右を見ては笑 っている毎

日でした。同僚 との祈 りの ときなど,私

は日本語,同 僚は英語か中国語。アメリ

カと台湾 にはさまれ た習慣の違いに頭を

痛めました。 日本 で伝道する同期生 たち

の手紙にうらやましささえ覚 えるほどで

す。

しかしながら,日 本で描いていた伝道

にはまだまだ遠いことを体 で知 らされな

が らも,た くさんの方々が祈 ってくださ

っているとの確信は,い つでも私 に笑顔

を取 り戻 させてくれ ました。 その中で築

かれていった証は,と ても感動的で した。

あるときは,台 所 で食器 を洗 いなが らも

自然 と主が共 にいてくださることを感じ

て涙 したときもあ りました。改めて,主
あがな

が生 きてましまし,罪 の腰いが私 たち一

人一人に及ぶこと,モ ルモ ン経には確 か

に神 のみ言葉が記 されてお り,こ の教会

は地上 における唯一のイエス･キ リス ト

の教会であるという確信を得 ました。
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最初の任地で2カ 月,私 が中国語 を通

して教 えることのできた福音はひとつも

ありませんで したが,転 勤前の安息 日,

急 に聖餐会での証 を依頼され,一 度 もし

たことのない中国語での証 を述べ ました。

述べ慣れている 日本語での証 とは違い,

台 湾の人々にも,と ても下手な中国語だ

ったでしょう。でも私の心 は聖霊 に満 た

され,自 分の証 していることに確信を得

ていました。

言葉のギャップがあるにもかかわ らず,

同僚 は私 をよく助 けてくれ,彼 の愛と模

範からは多くのことを学びました。そし

て悲しいときも,楽 しいときも,讃 美歌

は私 たちの共通語で した。

現在,こ の台中伝道部には,私 を含 む

4人 の 日本人長老が,ま た台湾省全部で

は7人 の 日本人長老が働いています。

この地で働 く日本人宣教師は,戦 時 中,

日本が施 していた日本語教育による影響

で,標 準の中国語 は話せないけれど,日

本語は話すことがで きるという年配の人

人のために,日 本語で伝道 できる特権 を

いただいています。

中国語 と日本語 による伝道活動 をする

わけですが,日 々の生活 を通 して得 られ

る証には特別 なものがあ ります。苦 しけ

れば苦 しいほど,報 われたときの喜びは

大 きいです。 この地上での生活をほんの

20年 そこらしか送 っていない私たちが,

人 々の生活を一転 させてしまうほどの力

を主か ら受 けるのです。私たちがふさわ

しければ,主 のみたまが共 にいてくださ

り,み 旨を行 なう器 として主に使 われ ま

す。 これ以上のすばらしい経験がほかに

あるで しょうか。

伝道:に出ることを決断しきれずに毎 日

を過 ごしておられる方 も多いのではない

かと思います。私 もそのひとりで した。

しかし,専 任宣教 師として働 く機会をい

ただいている今,す べてが｢恐 れ｣で あ

ったと感 じています。

昨 日まで知 らなかった人々ときょうは

楽 しく福音 を分 かち合 っています。今 ま

で乗っていた自動車がさびた自転車に変

わ り,読 んでいた雑誌が聖典に変わ り,

隣 に座 って楽 しく話 していた女 の･子たち

が同僚 と呼 ばれる特別 な関係を持 った同
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各 地 の た よ り

したがすっかり落ち着 き,羊 水 は再生さ

れ,胎 児の心音 も元気に脈打ち成長 して

いきました。

今回の出産時も,果 た して元気な子が

生 まれて くるだろうかと心配 しました。

福島ワー ド部の兄弟姉妹 たちは千羽鶴を

作 ってくださり,毎 日それ を眺 めては元

気な子が生 まれるようにと祈ってお りま

した。夫 もまた出産 に立ち会って くれ,

｢元気な女の子 だよ｣の 声 にホッと慰め

られました。

健全な子が生 まれてくることは,普 通

には当た り前のことですが,私 たち夫婦

にとっては,そ れこそが不思議 に思 える

ほど,奇 跡 とでも言 える主か らの最大の

贈 り物で した。世 の中には,多 くの障害

を持 った方や苦 しんでいる方々がたくさ

んいらっしゃいますが,私 たちの試練は,

今 思えば,人 生の中のほんの1コ マで し

た。信仰は,ど のような試練 にも耐 える

力を与 えてくれます。私 たちの子育て は

これからですが,い ろいろな ことにぶつ
かいな

か って も常 に主 を,頼 る腕 として歩んで

まい りたいと思 います。

最近の園香は太 り過 ぎではないかと心

配するほどに,病 気 もせず,元 気 に育 っ

ています。親子で泣いたり笑 った りと,に

ぎやかな毎 日ですが,今 までのことを振

り返れば,｢有 り難 い,有 り難い｣と 思 う

毎 日で もあります。神殿 で家族の結 び固

めを受けることにより,親 子が永遠 に一

緒であることの喜びは何 にも勝 ります。

天父が生きておられ,イ エス･キ リス ト

は私 たちの救 い主で ある こと,聖 霊 が
と も

伴侶 となって慰め,助 けてくださること,

末 日聖徒 イエス･キ リスト教会 は全地の

面 における唯一の真の教会であることを

心 より証 申しあげます。(さ とう･れ いこ

1953年 生 まれ,福 島ワー ド部扶助協会教

師)

☆…｢こ れは,昨 年の春,お 腹の赤ちゃんのことや

自然の命について考えたときに書いたものです。｣

〈
叩

岡野伸子

雨が 暖かさを運んでくる

何日も 何日も 降り続きながら

大地は沢山の雨を吸いこんで

お日様が 顔をだせば

たちまち新しい芽が顔をだす

春になる前の雨は

バプテスマの水のよう

新しく生まれてくる命を祝福して

大地に降りそそぎ

自然の命はそれに答えて

日の光の中で両手をいっぱいに広げてく

いく度も いく度もめぐる春なのに

いく度めぐって来ても

やっぱり新しい時を感じるのは

命がいつでも尊く 美しいからだろう
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(お か の･の ぶ こ/959年 生まれ,東 京西ステーキ部八王子ワード部)
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父の病気と私の伝道
一｢今 は福音を実践するとき｣一

福岡伝道部専任宣教師

東京ステーキ部吉祥寺ワード部出身

阿 部 美雪

んの少 し人生 を振 り返ってみただ

ほ けで も,そ こに多くの神様の導 き
と恵み,偉 大な愛を見つけて驚 きます。

親戚 の家 に下宿 していた,中 学3年 の

ときに戸別訪問 に来 られた宣教師に初め

て会 い,そ のとき手渡された1枚 の英会

話の チラシによって教 会に導かれ,そ れ

から4年 後にバプテスマを受 けました。

そして今 は宣教 師として福 音を宣べ伝 え

る業 についています。

雪の降 る寒 い中を戸別訪問して,私 に

1枚 のチラシを渡 してくださったふた り

の宣教師に,心 から感謝 しています。神

様のみ業は偉大 です。私がこの地上で福

音 を知 って改宗できたのも単なる偶然で

はな く,ま たほかの人々の改宗 も偶然で

はなく,確 かに神様の導 きと助 けがある

ことを知 っています。

私が伝道 に出ようと決心 したのは一昨

年の6月 でした。ワー ド部で長老定員会

主催の伝道合宿があ り,参 加 して指導者

のお話や証 を聞 いているうちに,今 まで

伝道 に出るには大きくて越 えられないと

思っていた壁(伝 道資金,家 族や親戚の

反対,仕 事 など)が ほんの数時間のうち

に砕 けていったのです。目の前が急に明

るくなった気が しました。
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一
ど家族 に感謝 し,神 様 に感謝 したことは

あ りません。

さっそく必要 な書類 をそろえて伝道の

面接を待 っていたある日,父 の容体 が悪

化し,私 は母 と一緒に病院で付 き添わな

ければならなくなりました。｢伝道に出る

ことは神様 のみこころにかなっているは

ずなのに,ど うして……｣と 思 いました

が,そ れからの毎 日はそんなことを考え

る間 もな く,親 子3人,父 の病気 との戦

いで,次 第に伝道に出ることもあきらめ

つつあ りました。伝道 どころか毎 日聖典

を読む時間もなければ,日 曜 日には教会

にも行 けないので心に焦 りを感 じて落 ち

込んでいたとき,ホ ームティーチャーの

訪問を受 け,｢今 は福 音を実践するときで

すよ｣と ア ドバ イスしてくださいました。

それから,生 活の中で福音 を実践する

ように努 めるようにな り,つ らいことは

喜びに変 わり,私 の心 も変わっていきま

した。両親や周 りの人々との関係 もとて

もよくなって,神 様 は父や私 たち家族に

あふれるほどの祝福 をくださいました。

2カ 月ほどして父は亡 くなりましたが,

その間,お 医者様が不思議 に思 うほど父

は安 らかで,父 の心は日に 日に清められ,

目 を閉 じたときに復活 したイエス様が見

えたとまで言いました。病室には笑い声

や愛があふれ,そ こは小さな天国のよう

でした。

父が亡くなって,一 度伝道 に出 ること

をあきらめた私 でしたが,家 族 の反対 を

堂けながらも再 び決心 しました。そ して

今,ま だまだ未熟なが らも宣教師 として,

このすばらしい伝道 の業についています

ことを心から感謝 しています。神様 は偉

大です。その愛 は計 り知 れず,私 たちの

想像の及ばない方法で私 たち一人 一人 を

愛 し,導 いて くださっています。神様は

確 かに生きていらっしゃいます。

この福音の種 を私 にくださった宣教師

に感謝 しています。 そして,私 をいつ も

心配 し,愛 してくれる家族 と,励 まし,

支 えて くださるホームテ ィーチャー,監

督,ス テーキ部長,伝 道部長,愛 する友

人たちに心から感謝 しています。(あ べ･

み ゆき1961年 生 まれ)

大阪ステーキ部阿部

野ワード部･大阪ワード

部教会堂の増築なる

阪の地で最 も古い歴史 とステーキ

大 部センター的な働 きとして,ス テ
ーキ部大会 やダ ンスパーティー

,結 婚披

露宴 などの多くの行事 を行 なっている私

たちの教会堂は,俗 に100万 人 のター ミナ

ルと呼ばれる南大阪の交通 の中心地,天

王寺 より徒歩で約15分 の場所 にあ ります。

最初 に阿倍野支部 として建築 されたの

は,今 か ら20年 も前のことです。

当時,兄 弟たちはブロックを一 つ一つ

積み上 げ,姉 妹 たちは兄弟や建築宣教師

のために食事 を作 るなど,金 銭的にも多

くの犠牲 と奉仕がありました。 またこの

堅固な教会堂 を見るとき,本 当 に信仰を

もって建築 されたということが強く感 じ

られ ます。

今,こ の教会堂 は,阿 倍野 ワー ド部 と

大阪ワー ド部のふたつのユニッ トで使用

⑪ 月昭 された

JMTC第78期 生

9名 の名簿

〈名前〉
さか かみ

り.坂 上 厚 子
なお み

2.小 野寺尚美

3.前lll真 喜子

4.野 村 喜代美

5.月1村{憂 子

S:ス テ ー キ 部,W:ワ ー ド部

B:支 部,M:伝 道 部

〈出身地〉

札幌M/釧 路B

仙台S/上 杉W

l山台M/盛 岡B

沖縄那覇S/普 天間W

更京北S/浦 和W

ー

塾
ー

講
翫
懸

ド

　

オ

騰
舗

　 ド　
　

鯉鉱
｢

蟻

巴

耐6

｢

気識

､

パ
麟

､
∴

廓

塗

涛
｢

卸講
簸
瀞渉

騨

目

マ

〈伝道地〉

更京南伝道部

東京南伝道部

神 戸伝 道 部

福 岡伝 道 部

岡山 伝道 部

轟

〈名前>

6.宮 地美佐子

7,佐 久間豊=

8.安 居 撮

9.大 波多正伸

^
ご

〈出身地〉

名古屋S/名 東北W

高崎S/小 山B

町田S/厚 木B

更京北S/川 越W

球u

爆

馬'秘

〈伝道地〉

岡u｣伝 道 部

仙 台伝 道 部

福 岡伝 道 部

岡 山伝 道 部

12
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完成した名古屋ステーキ部豊橋ワード部教会堂
1
i 14年 間の歩 み 一

知県の最も東に位置する豊橋の地

愛 に,初 めて宣教師か送 られたのは,
大阪万博の翌年1971年3月 のことて した。

それから14年 後の1985年8月4日,土 田

勝ステーキ部長の祈 りによって,豊 橋 ワ

ー ト部の教会堂か主 に捧けられたのてす
。

前 畑

こ の14
_し

町,菰

る東新

1978年

ら引 っ

14

前畑町て最初の集会か開かれてから,

この14年 間 に豊橋 ワー ト部の教会 は,船
_し く ち

そして現在教会の建 ってい

る東新町へ と4回 の引っ越 しをしました。

1978年7月,手 狭 になった船町の教会 か

ら引 っ越 した菰口町の教会は,鉄 骨 スレ

●教会所在地:〒440愛 知県豊

橋市東新町E-1

TELO532(53)9938

一 トふきの倉庫て した
。床を張 り,壁 を

作 り,ヘ ニヤを張 り,ト アを付け,兄 弟

姉妹 の犠牲と奉仕 によって倉庫か立派な

礼拝堂 に生まれ変 わりました。 この改装

工事 中,兄 弟姉妹か受 けた奇跡 と特別な

祝福は,次 の引っ越 しの準備段階てした。

菰 口町時代 に主の導きによって見つけ

られた東新町の元製糸工場跡地には,3

階建 ての大きな土蔵 と2階 建ての民家が

建 っていました。土地購入の申請か正式

に許可 され,半 年間かかってこの土蔵 か

立派な教会堂 に改造 されました。その間,

別 棟の2階 建ての家 は,毎 朝会員の奉仕

によって少 しすつ解体 され,1979年12月

に 日本 てもユニークなお蔵 の教会堂か完

成 したのてす。壁土 を落 とし,瓦 を一枚
ほ 　 り

一枚はが し
,残 材 を鰍やし,汗 と埃 にま

みれた奉仕会 を通 して,さ らに兄弟姉妹

の信仰 と一致か強められたのてす。

翌年,1980年2月 には支部か らワー ト

部 になるという大 きな祝福 をいたたきま

した。宣教師の熱心な伝道 と会員の働 き

により,出 席人数 も増 え,1985年1月,

鍬 入れ式か行なわれて,つ いにすはらし

い正規の教会堂 か完成 したのてす。 この

あふれる祝福は会貝すべてにとって,什

分の一の祝福の証てす。

献堂 された美 しい教会堂て福音 を学へ

ることは本当に大 きな喜ひてす。 これま

て豊橋の地て伝道 してくださった,数 え

きれない宣教師の皆 さんに心から感謝 を

申しあげたい と思います。豊橋 の地 て成

長 し,各 地て主 のみ業 に熱心に励んてお

られる兄弟姉妹 の残 された汗 と犠牲 と証

に心 から感謝申しあけます。

豊橋ワー ト部伝統 の｢伝 道 に対 する火｣

を絶 やすことなく,常 に主 に心 を向け,

この教会堂をフルに盾用 し,こ れからも

兄弟姉妹 と共に主のみ業 を進めていきた

いと思ってお ります。 この教会か確 かに

主こ自身の導かれる真の教会てあること

を心か ら証いたします。(豊橋 ワー ト部監

督･杉 浦信明)
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識六審講教ξ難…黙稼科課:程

以下のリストは両親や教師,個 人の福音の

学習に役立てるために作成されたものである。

1985年10月 の総大会説教が,青 少年および成

人用教会教科課程の補足資料として利用でき

るようになっている。

福音の教義クラス1986年

課 教会幹部

15ダ リ ン･H･オ ー ク ス

16ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

21ロ ー レ ン･C･ダ ン

28ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 前)

33レ ッ ク ス･D･ビ ネ ガ ー

39ジ ョー ジ･P･リ ー

41ロ バ ー ト･L･バ ッ ク マ ン

43マ ー ビ ン･J･ア シ ュ ト ン

ス パ ー ト

26エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 前),

セ オ ドア･M･バ ー トン

扶助協会1986

●訪問教師メッセージ

3 エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 前),

ダ リ ン･H･オ ー ク ス,ニ ー ル･A･マ ッ

ク ス ウ ェ ル

ジ ェ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト,ラ ッ セ ル･

M･ネ ル ソ ン,ダ リ ン･H･オ ー ク ス

L･ト ム･ペ リー,ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ

ン,ジ ョ ー ジ･P･リ ー

ボ イ ド･K･パ ッ カ ー,カ ー ロ ス･E･エ

イ シ ー

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後),

セ オ ド ア･M･バ ー ト ン

トー マ ス･S･モ ン ソ ン

ボ イ ド･K･パ ッ カ ー,マ ー ビ ン･｣･ア

シ ュ ト ン,デ レ ク･A･カ ス バ ー ト

ジ ェ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(神 権 部 会),

セ オ ド ア･M･バ ー ト ン,レ ッ ク ス･D･

ビ ネ ガ ー

ジ ェ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後),

ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

マ ー ビ ン･J･ア シ ュ ト ン

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レー(日 曜 午 前),

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後)

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後)

デ ィ ー ン･L･ラ ー セ ン,ロ バ ー ト･L･

バ ッ ク マ ン,セ オ ドア･M･バ ー トン,

ロ ー レ ン･C･ダ ン

ハ ー トマ ン･レ ク タ ー･ジ ュ ニ ア,ロ バ

ー ト･E･ウ エ ル ズ

ボ イ ド･K･パ ッ カ ー

マ ー ビ ン･J･ア シ ュ ト ン

日曜学校16コ ース 課 教会幹部

課 教会幹部
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4

ニ ー ル･A･マ ッ ク ス ウ ェ ル

ハ ワ ー ド･W･ハ ン タ ー

L･ト ム･ペ リー

ボ イ ド･K･パ ッ カ ー,ジ ェ ー ム ズ･E･

フ ァ ウ ス ト

セ オ ド ア･M･バ ー ト ン,ハ ー トマ ン･

レ ク タ ー･ジ ュ ニ ア

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 前)

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後),

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(神 権 部 会)

ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

レ ッ ク ス･D･ビ ネ ガ ー

トー マ ス･S･モ ン ソ ン,ロ ー レ ン･C･

ダ ン

ロ バ ー ト･L･バ ッ ク マ ン

ジ ョ ー ジ･P･リ ー

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 前)

3

6

10

11

セ オ ドア･M･バ ー ト ン

ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 後)

マ ー ビ ン･J･ア シ ュ ト ン

●霊的生活
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ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後)

ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン,セ オ ドア･M･

バ ー ト ン

ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 後)

マ ー ビ ン･J･ア シ ュ ト ン

●田 親教 育

6ロ バ ー ト･D･ヘ イ ル ズ
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日曜学校14コ ース

課 教会幹部

●社 会

4ラ ッセ ル･M･ネ ル ソ ン

5ロ バ ー ト･L･バ ック マ ン

9エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 前)

4ボ イ ド･K･パ ッ カ ー

5レ ッ ク ス･C･リ ー ブ･シ ニ ア

31ロ バ ー ト･L･バ ッ ク マ ン

32ロ バ ー ト･E･ウ エ ル ズ

34ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後)

35ジ ョー ジ･P･リ ー

37ロ ー レ ン･C･ダ ン

● 慈 善 奉 仕

2ロ バ ー ト･L･バ ッ ク マ ン

4ロ ー レ ン･C･ダ ン

メルケゼデク神権個人学習ガイド1986

課 教会幹部

日擢学校17コ ース

課 教会幹部

明るい少女コースB/開 拓者コースB/日

曜学校11コ ース
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1

ニ ー ル･A･マ ッ ク ス ウ ェ ル

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 前),

ダ リ ン･H･オ ー ク ス

L･ト ム･ペ リ ー

セ オ ドア･M･バ ー トン,ハ ー トマ ン･

レ ク タ ー･ジ ュ ニ ア,ロ バ ー ト･D･ヘ イ

ル ズ

トー マ ス･S･モ ン ソ ン,デ ィ ー ン･L･

ラ ー セ ン

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後)

デ ィー ン･L･ラ ー セ ン

課 教会幹部

ア ー デ ス･G･カ ッ プ(女 性 の 大 会)

レ ッ ク ス･C･リ ー ブ･シ ニ ア

ド ゥ ワ ン･J･ヤ ン グ(女 性 の 大 会)

ジ ョー ジ･P･リ ー

マ ー ビ ン･J･ア シ ュ ト ン,ジ ェ ー ム ズ･

E･フ ァ ウ ス ト,バ ー バ ラ･W･ウ イ ン ダ

ー(女 性 の 大 会)

ロ バ ー ト･L･バ ッ ク マ ン,ロ ー レ ン･C･

ダ ン

ロ バ ー ト･E･ウ エ ル ズ,デ レ ク･A･カ
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L･ト ム･ペ リ ー

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 前)

ロ バ ー ト･D･ヘ イ ル ズ

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 前),

トー マ ス･S･モ ン ソ ン

カ ー ロ ス･E･エ イ シ ー,レ ッ ク ス･D･

ビ ネ ガ ー

ハ ワ ー ド･W･ハ ン タ ー,ラ ッ セ ル･M･

ネ ル ソ ン

セ オ ドア･M･バ ー ト ン

デ ィ ー ン･L･ラ ー セ ン,レ ッ ク ス･C･

リー ブ･シ ニ ア

ロ バ ー ト･E･ウ エ ル ズ

ハ ー トマ ン･レ ク タ ー･ジ ュ ニ ア

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(神 権 部 会)
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19
79年 か ら80年 にかけての冬 は，私

たちの地 方 では例 年 に比べて厳

しいものでした。降 り積 もった雪で友人

の山小屋がつぶれ，屋根全体 からコンク

リー トの土台に至 るまで，すべて建て直

さなければな りませんでした。 その仕事

を，私 が引 き受けることにな りました。

その山小屋 は，峡谷の中の奥 まった所

にあ り，川の岸 に沿って生 えたうっそう

とした松林 の間に立っていました。あた

りの景観 と静寂 は， この世 のものとは思

えないほどのものです。 こうした仕事 を

受 けた場合，普通 はだれか助 けてくれる

業者 を見つけて一緒 にやるのですが，今

回は自分 ひとりでやってみようと決 めま

した。 その場所 に行 くたびに， すば らし
せいちよう

い情景 と清 澄 な雰 囲気 に接 して感動 を

覚 えていたからです。4月 末 にな り雪 が

溶けて山小屋まで行けるようになると，

すぐに私は兄のラステ ィに手伝 って もら

い，建物の取 り壊 しにかかりました。

陽気がだんだん と暖かくなるにつれて，

私は毎 日，息子のケニーを連れて行 くよ

うになりました。ケニーはその当時2歳

半で，私 と一緒に仕事 について行 くのを

とて も楽 しみにしていました。ケニーは

目に入 る もの は何 で も探 検 して，一

日中ひとりで遊んで いました。初 め』て見

る自然の美しさ，特 にリスや野鳥に夢中

になって いました。 また，雪解けで流れ

の速 くなった川に石 ころや棒 きれを投げ

ては何時間で も遊んでいました。そして

時にはよく松の木陰で体 を丸めて昼寝を

した りしてい ました。

来 る日も来 る日もこうして過ぎました。

ケニーは遊んでいる間 にしょっ中転んだ

りして， かす り傷 を作っていましたが，

私は、憩、子のこうした体験 も成長 につなが

聖徒 の道/1986年2月 号

ることがわかったので，めったに手を貸

してやることは しませんでした。 こうし

てケニーは，新 しい環境 に慣れるに従 っ

て，次第 に自信を持 ち始めました。それ

でも私 は，息子がまだ小 さくて， また特

に雪解 けで川が深く，流れ も速 くなって

きていたので， 目を離さないように心が

けていました。 ケニーは意外 なくらいの

常識 を示 し，流れからはある程度距離を

置いていたのですが， 日々自信 がつくに

つれて流れに少 しずつ近 づいて行 きまし

た。

ケニーを仕事 に連れて行 くようになっ

て4，5週 間たったある晩，私 はひどい

夢を見ました。ケニーが激流に落ちてお

ぽれてしまう夢です。 目が覚 めるとじっ

と りと冷や汗をかいていました。非常に

真 に迫った恐 ろしい夢だったので，起き

ても震 えが止 まりませんでした。

その夢 の後 はとうとう寝つけませんで

した。私 は自分 を落 ち着 けて，心に波の

ように押 し寄 せて来る恐怖が一体何 なの

か一生懸命考 えました。そして， この夢

は無視 してはならない，ひ とつの警告 で

あるという結論 に達 したのです。 しかし

縦

同時に，幼いケニーに何と言って， もう

二度と山小屋には一緒 に連れて行 ってあ

げ られないことを話したらよいのかわか

りませんでした。 ケニーが私 と一緒に山

に行くのをどれだけ楽しみにしているか

を、思うと，心 を傷つけはしまいかと気が

か りでなりませんでした。

翌朝，私は妻の ジョージアに自分が見

た夢 について説明 し，今 の自分の気持 ち

を話 しました。妻 もケニーを連れて行 か

ないことには賛成 しましたが，がっか り

したケニーをどうやってなだめるかを心
の

配 していました。

ケろ一はその朝早 く起きてきて， いっ

もどお り服 を着替 え始 めました。 そして

私 たちの寝室に来て，私の膝の上 に座 り

ました。 くつ下 と靴を履かせながら，私

はまだ話を切 り出せないでいました。

すると， ふいにケニーが言 いました。

「お父さん
，ぼ くきょう一緒 に行 けない

よ。」

「どうしてだい。」私 は驚いて尋 ねまし

た。

「だって川でおぽれち ゃうもの。」 ケニ

ーはそう答えたのです。

私 たちは喜 びで涙があふれてきて止ま

りませんで した。ケニーは昨晩，私 と同

じ警告 を受 けていたのです。私 たちは大

きな平安 に満たされました。天父が私た

ちの、冑、子をお守 りくださり，生涯の召 し

を全うできるように聖霊の導 きを与えて

くださったからです。

魏 騰 醗

鯉

驚曇

難

胃隙

…離
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ヴ のたび，教会の若 い女性が正 しい生活を送るための指針

」 となる「福音の7つ の標準」が，世界中の若い女性 に向けて

発表 されました。

これは，1985年11月10日 に， ソル トレーク・シティーのテンプ

ルスクウェアにあるタバナクルで開かれた特別 ファイヤサイ ド

の席上発表された もので，若 い女性が福音 に従 った生活をし，

天の御父に仕 えるうえで助けとなるものです。

中央若 い女性会長のアーデス・G・カップ姉妹 は， この7つ の

標準 を生活に取 り入れることが若 い女性 にとって大切であるこ

とを強調 し， こう語 っています。「この標準 に従 って生活する

と， 自分が一体だれなのかということについていつも考 えるよ

うにな りますし，末 日聖徒イエス ・キリ、ス ト教会の若い女性 で

あることの価値を心 に留 めるようになります。」

また教会の世界中の若 い女性 に向けて，十二使徒定員会会員

のラッセル ・M・ ネルソン長老はこう語 りました。「十代 という

時期 は，教会 のために， また主の王国のために自分 は何 がで き
お とめ

るかを考 える時期 です。若い女性 の皆 さんは， 『真理 の処女』に

ならなければなりません。『真理 の処女』はまず第一 に自分が神の

娘であることを学 びます。つまり， 自分 にはキ リス トのような

特質があって，努力すれば神 と似 た者になれることを理解する

のです。 また若い女性は若い男性 と共に特別 な生得権 を持 って

いて1共 に協力することによって神権の最高の階級，すなわち

新 しくかつ永遠の結婚 誓約に入 ることができるのです。」

またネルソン長老 はこう呼 びかけています。「若い女性 の皆 さ

ん，真理 に根 ざした生活をしてください。そしてみたまの導きに

よってほかの人々を祝福 することがで きるように備 えをしまし

14

よう。福音 を教 え，祝福 について証ができるように しましょう。

自分 自身を高め，豊かにし，家庭 にあって は信仰の中心になり

ましょう。皆 さんはほかの人々 にいろいろな立場で祝福 を与え

ることができます。将来は母親 として， また家族 の一員として，

あるいは学校 のクラスの リーダーとして，さらには真理の実践

の場である世 の中で， そして暖炉やベビーベッ ドのかたわ らで，

祝福 を与えるのです。」

模範 をもって導 き，教 えるという概念は，次 のカ ップ姉妹の

言葉 と呼応するものです。「守 り手 としてほかの人々を導 くのは

だれでしょうか。皆 さんは内なる力を持っています。皆 さんの

力でほかの人を救えるのです。勇気 を出 して立ちあが りましょ

う。 この世 の悪の声 に対抗できるのはだれでしょうか。低俗 な

娯楽や広告 に声をあげて対抗す る義 なる若 い女性はだれでしょ

う。霊 と肉体 を清く保つために，アル コールや薬物などの有害

な物を とらない運動 に加 わるのはだれで しょうか。

私 は約束 します。 もし皆 さんが守 り手 としてほかの人々を義

に，つ まリイエス ・キリス トの福音に導 くならば，主は皆さん

に力 を与えてくださるで しょう。皆 さんは天の御父 と御子の愛

をさらに強 く実感できるに違いありません。正 しいことをなす

ための一つ一つのステップが皆 さんを強 くし， さらに大 きな自

信を生み出す ことで しょう。 そして悪魔が，邪悪 な事柄 を好 ま

しく，人受 けがよく， また心地よいものに見せかけていること

をすぐに見破ることがで きるようになるのです。

皆 さんはみたまの導 きを受 け，『現在の事 をあ りのまま』(モ

ルモン経ヤコブ4：13)に 見 ます。また皆さんは正 しいことをし

ようと決意 していますから，世 の人 とは，はっきりと違 ってき

ます。彼 らは皆さんに魅力を感 じるようになるでしょう。生 きた

証 である皆 さんは福音 の光 を輝かせ ます。そ して皆さんを通

して福音を受け入れた人 は，皆 さんの永遠の友 となるで しょう。

私 と共に，教会の若 い女性の一大運動 に参加で きるよう備え

をしましょう。 もう一度決意 を新 たにして福音 に従 う運動です。

この運動 に参加 することによって皆 さんは，歴史を作 り予言を

成就 する業 に加 わることになるのです。」

このカップ姉妹 ならびにネルソン長老 の説教 は，若い女性の

標準を紹介 した小冊子に収められて，間 もな く皆 さんのお手元

に届けられる予定です。

羅

寒

鯉 鋸
『

1欄撒 ，

蒙

講

ψ

撫.

霧
華

嚢

瀞 　



灘 翻 醗響
灘 鰯 、翻 ，褻鰻 鰯
，、、距

駿
灘

靴

●

町
田

ス

テ
1

キ
部

町
田

第

ワ
1

ド
部

若
い

女

性

撚
韓

若刀女性の標準

末日聖徒イエス ・キリヌ ト教会の若の女性ビあθ，天の御父の

娘τある私たちは，こ1こに述べられた標準を受け入れτ守る乙ど

により，神聖な誓約を交わ し，神殿の儀式を受け，昇栄の祝福に

あずかる乙どが ごぎます。

1.信 仰

私は天の御父の娘です。御父は私を愛してください

ます。私は救い主イエス ・キリストを中心とした御父

の永遠の計画を信じます。

2.神 から受け継いだ特質

私は神から受け継いだ特質を育てていくように努力

します。

3.個 人の価値

私の価値の貴さは計り知れません。神から授かった

使命を全うできるように努力します。

4.知 識

学び成長する機会を見つけるようにいつも心がけま

す 。

5.選 択と責任

私には善悪を自由に選択することが許されています

が，選択の結果については責任をとらなければならな

いことを知っています。

6.よ き行ない

皆の先頭に立って義なる奉仕を行ない，王国を建設

します。

7.誠 実

正しいとわかっていることは勇気をもって実行しま

す。

聖徒の道/1986年2月 号 15
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、
シ才ンの讃美歌

、 教
会が組織されてまだ数 カ月しかた

っていない1830年7月 ，主は予言

者の妻エマ ・スミスに，最初の末 日聖徒
へんさん

の讃美歌集を編纂す るよう命 じられまし

た。 これだけをとってみて も，教会 にお

、 ける讃美歌の重要性がわかりますが，主

はさらにその重要性 を強調 してこう言わ
よろこ

れました。「すべて心の歌 は，われの悦び
しか

なり。然 り，義 しき者の歌はわれに対す
こうぺ

る祈 りな り。彼 らの頭に祝福 を与えてそ

、
こた 　

の応 えとなさん。」(教 義 と聖約25：12)

ウ イ リヤム ・W・ フェルプスという有

能な助手 を得て，エマは讃美歌集 を編纂

し，1835年8月 ，オハイオ州カー トラン

ドで出版 したのです。そのはしがきには

、
こう記されています・「主に栄光をグ帝する

ために選 曲された以下の歌が， さらに多

くの歌が作 られ，多様な シオンの歌に恵

まれる日まで， あらゆる目的 にかな うよ

う切 に望 むものである。」

、
初めて末日聖徒の讃美歌集が出版され

て以来，150年 を経た今 日，数々の「多様

なシオンの歌」が書かれ，聖徒たちに音

楽文学として親 しまれてきています。そ

の多くは長年 にわたり大切に歌い継がれ

、
てきたもので あらゆる国籍の聖徒たち

によって愛され，歌われています。

「歴史的に見ても
，親 しまれている讃美

歌は，素人の作によるものが多いようで

す。彼 らはだれにでもわかる 日常の経験

、
を歌にしているのです・」中央教会音楽委

員会 の委員長 であるマイケル ・F・ムーデ

ィー兄弟 はそう語っています。

主 の生 ける教会においては，啓示 は途

絶えることがありません。ですか ら，そ

、
の啓示の所産である証は・代々人々の・

を通 して語 られていきます。そしてどの

世代 も状況 こそ違え，福音の原則 にそっ

て生活 していくことの大切 さに変わ りあ

りません。 そして どの世代 にも言 えるこ

とは， 自分の証 や霊的発 見を，詩や音楽

に託 して表現 しようとする人がいるとい

うことです。

「讃美歌 は本来人の心 に作 用する もの

ですか ら，人々の必要 としているものを

す ぐに満 たしてくれるはずです。 しか し

それらの必要 も，年々変 わってきている

ようです。 それぞれの世代の人々の心 に

通 じるものを良い讃美歌とすれば，偉大

な讃美歌 とは，世代 を超えて存続するも

のと言 うことができます。」ムーディー兄

弟 はそう語 っています。

ここ数年間 に，6千 曲にもおよぶ讃美

歌が会員の手 によって書かれ，提出され

てきました。ムーディー兄弟 はこう続 け

ています。「提出 された讃美歌 は，福音に

対 する深 い愛が にじみ出た ものばかりで

す。 それらの讃美歌の陰には，霊感 を受

けて作曲 した人々の存在 が感 じられ ま

す。」

提出 され た新 しい讃美歌のうち，何曲

かが英語の最新版に加 えられることにな

りました。特 に興味深 いのは，作詞が教

会幹部の手 による讃美歌も含まれている

ということです。大管長会のゴー ドン ・
あがな

B・ ヒ ンクレー副管長 も，『願いの主は生

きた もう』(仮 題)と いう讃美歌の作詞 を

手がけています。 これ には，亡 くなった

七十人第一定員会会長のG・ ホーマー ・

ダラム長老が曲をつけています。 また先

日亡 くな った十二使徒定貝会 のブルー

ス ・R・ マ ッコンキー長老 も 『我，キ リ

ス トを信ず』(仮 題)の 詞 を書 いていま

す。 これ らはいずれ も，本年中に 「聖徒

の道」 に掲載 されることになっています。

また教会 の集会 には大人 と一緒 に子供

たちも出席することから，今度の新 しい

讃美歌 には，特 に子供 向けに書かれた歌

(『わた しは神 の子』な ど〉も加 えられま

す。音楽委員会のマー ビン ・ガー ドナー

兄弟はこう言 っています。「小 さな子 を持

つ親 として思 うことですが，子供 たちの

知っている歌や讃美歌 を歌 うことによっ

て，彼 らに一緒に集会 に出ているという

気持 ちを強く持 たせることができるんじ
ヨ

やないで しょうか。子供たちの好 きな歌

というのは，たいてい大人も好 きですか

らね。」

新 しい讃美歌集 には ドイツ， フィンラ

ン ド， スウェーデン， オランダ，イギリ

ス，アイルラン ド地方の旋律がかな り取

り入れられてお り，教会の国際性が反映

されています。さらに，いくつかのよく

知 られている末 日聖徒の讃美歌にも手が

加 えられ， もっと多くの国々で容易に歌

えるように工夫がなされています。

新 しい讃美歌をこの 「聖徒の道」で紹

介で きることは大 きな喜びです。大管長

会 メッセージの中に，次のような下 りが

あ ります。「霊感あふれる音楽 は，私たち

の教会 の集会 に欠かせない大切なもので

・す。讃美歌は主のみたまを招 き入れ，敬

慶さをかもし出してくれます。 また会員

としての一致 を高めさせ，主への賛美の

仕方 を教 えてくれ ます。

讃美歌 を歌 うことによって，私たちは

大切 なみ教えを学ぶことができます。讃

美歌 は私 たちを悔い改めさせ，良き業へ

と導 いてくれ ます。 また証 と信仰を確立
いや

させ，疲 れる者 を癒 し，悲 しむ者を慰め，

私たちが終わ りまで耐 え忍.ζミことができ

るよう励 ましを与 えてくれます…一、兄弟

姉妹 の皆さん，集会 の中に，家庭の中に

そして私 たち個人の生活の中に主のみた

まを招 き入れ るために，讃美歌 を利用 し

ましょう。讃美歌 を覚 え， よく考 え，繰

り返 し歌いなが ら，その霊 の糧 を取 り入

れ ましょう。正 しき者 の歌 は天父 に対す

る祈 りであ り，天父は 『(あなた方 の)頭

に祝福 を与えてその応えと』 してくださ

ることを忘 れないでください。」

注 ：本誌掲載分の翻訳は，初版を訳され

た柳田聰子姉妹の協力を得ています。



18

鱗織 冥、 瀦

露

髪謎 、一富 一

鮮毒 ・ 野

》 蟹一 ・ 鰍 鱗

簿拠
融 論「、、汐摂臥 灘諮 耀

轟 峨 遜

類響

攣

1漏響

騨

一穐

1》
・

憐
襲'

渉「
即慧

曝 ば
響 鞠

爆

灘

1饗 「
騒

細

欝脚

ミル トン ・V・バックマン ・ジュニア

●これは，ジョセフ・スミスと時代を同じくする入々

が彼から直接に聞かされたとする最初の示現に関す

る記事である。当時の彼らの話には共通点があり，

しかもジョセフが記した最初の示現の声明に見られ

る重要な論旨がすべて含まれている点が興味深い。

(注1)か くしてこの記事は，人類史上比類なき示

現を結び固めるものとなっている。

オルソン ・ブラット

、 シガン州ポンティアク支部が組織 された1年 後の1834年 ， ジョセフ ・スミスと数人、

、 のモルモ ン経の見証者 は，支部 の会員たちに 自分 たちの霊的な経験を力強く証 して

います。改宗 して当時の集会 に出席 していたエ ドワー ド・スティーブンソンは，予言者の

証 を要約 しなが ら次のように述懐 しています。「予言者 は天父 と御子の訪れを，そして御二

方 と言葉を交わ したことを力強 く証 した。 これほどの力強 さを， いまだかつて経験 したこ

とがなか った。」(注2)

ジ ョセフ ・スミスと親交のあった人々や彼 と直接話 した人々は， 同じように予言者がそ

の聖 なる経験 について語 ってくれたことを宣言 しています。当時 を知 る彼 らは， ジョセフ

にみ姿 を現 わされた御二方の様子と，天父 と御子から受 けたみ言葉 とが ジョセフの 口を通

して明らかにされた と証 しています。

オル 、ノン ・ブラッ トの記事

ジョセフ ・スミスの時代 に，オル'ノン ・プラッ トほど説教や著述 の中でかの歴史的な出

来事 について幾度 となく触れている改宗者はいないでしょう。1830年 代 の10年 間 と1839年

か ら40年 に かけての冬 は，予言者 にとってオル ソン ・プラッ トは最 も忠実な生徒で した。

1830年9月 にバプテスマを受 けたばか りの彼 は，19歳の改宗者 として320キ ロ以上 もの距離

を旅 して予言者 に会 いに行 き，その年 の12月 に長老 に聖任 されています。 ジョセフがオハ

イオ州 カー トランドに移 ったときには， オルソン ・プラ ットも行動 を共にしています。そ

こでは2カ 月近 くを予言者 の家で過 ごし，共 に働 きました。彼 は予言者の塾の最初 の生徒

として，1833年 の大半 を予言者が語る回復 された信仰の歴史と教義 を聞いて過 ごしました。

1830年 代 の初頭 には ジョセフと共 に ミズー リ州西部 を旅 し，1835年 には主の十二使徒 に召

されました。

オルソン ・プラッ トとジョセフ ・ス ミスの接触 は1839年 か ら1840年 の初めまで続 きまし

た。1839年 の晩春か ら初夏」こかけては， ジョセフ ・スミスの住 まいからそう遠 くない ミシ

シッピ川沿 いで暮 らし，その年 の後半 にはペンシルベニア州 フィラデルフィアヘ向かう予

言者 に同行 し，短期 の伝道 をしています。その後 スコットラン ドのエジンバラの地へ行 っ

て9カ 月近 く福音を宣べ伝 え，200人 以上の聖徒 か らなる教会 を打 ち建て・るとともに，現在

「驚嘆すべき示現」という表題のついたパンフ レッ トを発行 しました
。(注3)こ の伝道用

のパ ンフレッ トは1840年 の秋に発行 され ました。最初 の示現が活字 となった もの としては

初めての ものです。(注4)ニ ューヨーク州 パルマイラの近 くで天父 と御子にまみえた出来

事か らモロナイの訪 れ，そしてモルモン経 の3人 の見証者 と共 にした経験 までが， ジョセ

フ ・ス ミスの初期の示現 として記 されています。プ ラット長老 はこのパンフ レッ トを1841

年 に2回 増刷 し，1842年 に も版(ア メ リカ版第3版 と呼ばれている)を 重ねています。 ア

メリカ版 では神権 の回復 も含 まれています。
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ジョセフ ・ス ミスの歴史記録 を記 した

書 とパ ンフレットとを比較 すると，予言

者の歴史(特 に1838年 の記述)の 中に読

み取れる主 な概念がプラット長老の著作

の中にも見 られます。プ ラッ ト長老のパ

ンフレッ トには直接 の引用がなく， ジョ

セフの1840年 以前の著作 とも文体 がかな

り違うため，オルソン ・プラッ トによる

歴史は明 らかにジョセフの著作そのもの

よりも，その教 えか ら学んだことに基づ

いていることがわかります。

1859年 に最初の示現 について述べた説

教 の中で，プラッ ト長老 は次のように言

っています。「彼の口から語られたとおりに

簡単な経歴をお伝 えしよう。彼がそれを

語るのをよく耳 にしたものである。」(注

5)こ の パンフ レッ トを出版 したことで，

結果 としてオルソン ・プラッ トはジョセ

フ ・ス ミスの初期の示現を見事 に要約 し

て世 に知 らしめたばかりでなく， その真

実性 を証 したことになります。

次にあげるのは 「驚嘆すべ き示現 」の

1840年 度 版からの抜粋 です。ジ ョセフ ・

スミスの著作 の中にある声明とよく似た

箇所 は下線で記 してあります。文末 にあ

る括弧の中の年代 は， ジョセフ ・ス ミス

が最初 に資料 に記録 した年 を記 したもの

です。多少の記述の相違 はおそらく文章

をつけ加 えたか，あるいはジョセフは記

録 しなかったがオルソンには話 したこと

によるもの と思われます。(注6)

以 下 に記 す重要 な発見 を した ジ ョセ

フ ・ス ミス氏(二 代 目)は ，主の1805年

12月23日 ， バ ー モ ン ト州 ウ ィ ン ゾ ル郡 シ

ヤロンの町で生 まれた。彼の両親 と家族

は ニ ュ ー ヨ ー ク州 パ ル マ イ ラ に移 っ た が ，

そのとき彼は10歳 であった。(1838年)そ

の後，11年 程住んでいた場所 に近 いマン

チェスターの町 に移 った。生計 を立てる

ために土地を耕すことを職業 とし， その

ことに1日 の大半 が消えていた。読み書

きの知識 を身につけるにはまった く不利

な状態だったため，受 けた教育 と言 えば

ほんの一般的な分野 を2，3学 ぶ程度で

しかなかった。読む ことにはあまり苦労

しなかったが，書 くことはほとんど無理

で，算術の基礎 も本当に限られたものし

か理解 していなかった。(1832)(注7)

彼 の学識 と言 えばこれが限度であった。

合衆国中の普通学校ではほかの学問 もわ

りあい広 く教 えられていたが，彼 にはま

った く関係 ないことであった。

最初 の示現 の背景

14，5歳 頃 になると，彼は自分の行 く

末の心構 えをしなければと真剣に思い始

めていた。それは非常に重要 な問題で，

魂の救いもその同じ問題を正しく理解す

る ことにか かっている と考 えていた。

(1832)… 一彼が知識を求めて各教派を

訪れ ると， どの教派 も独 自の教義 を示 し

て主張するのだった。「これが道です。入

っ て 歩 ん で み ま せ ん か 。」(1838)一 再

び彼の心 に，一体神 は創造主ではなくひ

とつの教義に過ぎないのかという思 いが

わき起 こ り， ひとっの教派だけを自分の
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オルソン ・ハイド

教会 として認めることはできなかった。

(1842)そ してそのような教派はひとつ

の教義(た とえどの ようものであれ)を

信 じて教 える人々の集 まりであって，伺

じような分派 を作 るのだろうと考 えた。

それから何百 もの教 派を生み出 して いる

膨大な数の教義 を思 った。彼 は自分の心

に次のような大きな問いかけをしてみた。

「これらの教派の中でどれかひとつがキ

リス トの教会 だとしたら，一体 それ はど

れだろうか。」(1838)… … そこで彼 は聖

書の神聖 な記録をひもとき， しかも読 ん

だ箇所 を心か ら信 じなが ら学び始めた。

やがて彼 の心 は次の聖句に引きつけられ

た。「あなたがたの うち，知恵に不足して

いる者があれば，その人は， とがめもせ

一 三，

願い求めるがよい。そうすれば，与えら

れるであろう。」(ヤ コブ15)(1838)

・それは暗やみを照 らす一条の光 にも

似ていた。 もし神に尋ねたら，数ある教

義の中でキ リス トの教義 について，また

数 ある教会の中でキ リス トの教会 にっい

て知識 を得 るに違いない という可能性，

あるいは確かな見込 み，むしろ確信が彼

の心にあった。 そこで彼は父の家か ら近

い森の中へ入 り，人目のつかない場所 に

彼が祈 り続けると，光は次第に彼の方へ

降 りて来て，近づ くにつれて輝 きを増 し

ていった。やがて光 は木々の真上にさし

かか り， あた り一面が この上ない栄光 と

輝 きで照 らし出された。光が木々の葉や

大きな枝 を包み込んで焼き尽 くすかと思

われるほどだった。 しか しそうはならな

いことがわかる と，彼 はその輝 きに耐 え

られるようにと心を奮 い立 たせた。光 は

ゆっくりと降 りて来てやがて地 の上にと

どま り，彼 はその真 っただ中に包み込 ま

れた。光 が彼にふり注がれたとたん，体

中の全組織 に特別な感覚 が走 り抜けてい

った。 そしてすぐに， それまで彼を取 り

巻いていた自然界のすべてから，心が解

き放 たれていった。

1820年 の 示現

それから天 よりの示現に包 まれた彼 は，

姿形の実によく似た(1842)栄 光 に満 ち

たふた りの御方 を見た。(1838，1842)彼

は 自分 の罪が赦 された ことを知 らされ

(1832)， さ らに以前から彼の心を騒がせ

ひざまずいて主を呼び始めた。(1838)す

る と問もなくやみの力に激しく捕 らえら

れて打ち負かされそうになったが，救い

を求めて祈 り続け，やがて暗黒が彼の心

ていた問題 について も教 えを受けた。す

なわち，あ らゆる教派は誤った教義 を信

じているため(1832，1838，1842)， 結果

としてどの教派 も神の教会あるいは神 の

王国 として神 から認め られていないとい

うことである。(1832)そ してどの教派に

も加わ らないようにと命 じられ る(1838)

とと もに，真実の教義すなわち完全 なる

か ら去って行 った。(1838)こ う して魂 を

ふ りしぽって神 からの答 えを熱心 に願 い

福音がいつの 日か彼 に示 されるという約

束を受けた。その後，彼の心に筆舌 に尽

くしがたい静寂と平安を残して示現は退

セフに語 りかけられ たのは御父 と御子で

あったと宣言 していよす。「ミレニアル ・

スター」の編集に携わっている間に，彼

は『御父と御子はふた りの別個 の御方 か』

という題の記事 を書 きました。プラッ ト

長老 はその中で，神会の御二方が別 の個

性 を持ってお られるという自身の信仰を

擁護するため，聖典 からの証拠 と教会歴

史にある事実 を載せています。プ ラット

長老 は教義を教 えるために教会歴史を引

用 して， ジ ョセフ ・ス ミスとシドニー ・

リグ ドンが 「神の右」 におられるキ リス

トを1832年 の2月 に見 たこと(教 義 と聖

約76章)， またジョセフ・スミスが最初 の

示現 で 「御父 と御子のおふた り」 を見た

ことを宣言しています。(注8)

ソル トレーク盆地へ移動 した後 の説教

で，時折プラッ ト長老は予言者か ら聞い

た神聖 な体験 について伝 えています。た

とえば1859年 の説教では， ジョセフ ・ス

ミスか ら聞いた話 として， ジョセフの14，

5歳 の ときの経験 を次のように公表 して

います。「彼 は示現を見 た。そして栄光 に

満ちたふたりの御方 を見た。ひとりの御

方がもうひとりの御方 を差 して，『こはわ

が愛する子 なり。彼に聞け』 と仰せにな

った。 それからジ ョセフは彼 自身の こと

について多くの指示を受け， いずれの教

会 にも加 わってはならない と命 じられた。

さらに近い将来に完全 なる福音が示 され，

彼がみ手なる器 として神の王国の基 を据

えるであろうと知 らされた。」(注9)

求 めるうちに，ついに彼 は真上の天に栄

光 に満ちて輝 く一筋の光 を見 た。 その光

は初めかなり遠 くからのように思 えた。

いた。(1832)

そ の後 オル ソンは，最初の示現でジ ョ

オ ルソ ン ・ハイ ドの証

もうひとりジ ョセフ ・ス ミスの親友で，

予言者 自身がその歴史記録 を出版する以
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ユー して記事を発表 しています。編集者

は最初の示現に先立って心 に生 じた変化，

また，少年 ジョセフがどの教会 に加 わる

べきかを知 りたいと願 ったこと， さらに

ヤコブの訓戒 に従 って祈 ったことにっい

て論 じています。そ して最初の示現 にっ

いては，予言者 自身から聞いた と述べて

います。

彼はジ ョセフ ・ス ミスの言葉を次のよ

うに引用 しています。「私 は光 を見た。そ

れから光の中に栄光 に満 ちた御方ともう

ひとりの御方が見 え，最初 の御 方があと

の御方に言われた。『こはわが愛する子な

り。彼 に聞け。』 そこで私 はあ との御方

に，主よどの教会 に加 わるべきかと尋ね

た。その御方 はいずれの教会 も誤 ってい

る故 に加 わ らないよ うに と答 えた もう

た。」(注11)

改 宗 してノーヴーの聖徒 と共 に集合 し

たアレキサ ンダー ・ネイバーは，夕食の

ときにジ ョセフが語 ったことを日記 に記

しています。 ネイバーは，予言者が聖書

の祈 りの聖句に心ひかれて森へ入って祈

ったと語 ったことを書いています。彼は

しばらくの間舌が しびれて物 が言えず，

それから彼のもとへゆっくりと降 りて く

る炎 を見 ました。彼 には 「その炎の中に

光輝 く顔 と青 い目をした御方が見え， も

うひとりの御方が初 めの御方のかたわら

に来 られた。そこでス ミス氏がメソジス

ト派 の教会に加わるべ きかどうか尋ねた。

否，彼 らrはわ が民 にあ らず。彼 らは道

を誤 てり。善 を行なえるはひ とつだにな

からん。 こはわが愛 する子な り。彼 に聞

け。」(注12)

ジ ョン ・テイラー大管長 も当時 ジョセ

フ ・ス ミスと 「ごく親 しかった」人のひ

とりで，予言者の口から最初 の示現 につ

いて聞 かされ ました。「私 は彼(ジ ョセ

フ ・ス ミス)と 旅 をした。公私 にわたっ

て彼の傍 らにあ り，あらゆる評議会で彼

と交わってきた。公式の説教に耳 を傾 け，

友や気のおけない仲 間への助言を耳にし

たのも数えきれない。彼が家で家族に接

する態度 も目に してきた。 カーセージで

の暗殺の ときも彼 と共 にあった。私 は神

と天使のみ前 と人々の前で証する。彼 は

善良で徳高 い立派な人だった。公私 とも

に罪や汚れのない人で， まさしく神 の人

として生き，亡 くなった。」(注13)

ジ 享セフが話 して くれたことを思い起

こして，テイラー長老 は次 のように語 っ

ている。「彼 がそれにっいて話 してくれた

ことをお伝 えすることができる。彼の話

によれば，神の方法や意図，1目的 につい

てよくわか らない， というよりは何 も知

らなかったのである。彼は当時宗教界の

事情や制度，理論 などには無知 な若者 だ

った。彼はヤコブの言葉を読んで主のみ

もとへ行 ったのだ。その言葉を信 じて主

のみもとへ行 き，尋ね求めたのである。

そして主は御子であられるイエスと共 に

彼 にご自身を現わし，御子を指 して言わ

れた。『こはわが愛する子 な り。彼 に聞

け。』そこで彼 は自分 を取 り巻 く様 々な宗

教 について尋ねた。 どの教派が正 しいか

を尋ねた。正 しい道 を知 って，それに従

って歩みたいと思っていたからである。

彼 の受 けた答 えは， いずれの教派も正 し

くない， いずれ もみな正 しい道からそれ

ているというものであった。」(注14)

テイ ラー長老 は，最初の示現で明らか

θ

にされた基本的な真理 をジョセフ ・ス ミ

スから直接学んだと言っていますが， そ

ればか りでなく，ジョセフ・ス ミスの1838

年 の歴史記録 の中で論 じている教会の組

織 に先立 つ出来事 が正確 なものであると

も宣言 しています。

1880年10月 の第50回 教 会半期総大会 に

おいて，教会員 はテイラー長老 を予言者，

聖見者にして啓示を受ける者として支持

しました。この支持 に伴 って，ジョージ・

Q・ キャノン第一副管長 はテイラー長老

の指示により， ジョセフ ・スミスの最初

の示現 にかかわる1838年 の記述 を含 む教

義 と聖約 と高価 なる真珠 の新版 を，集会

で提示しました。そして出席 した人々に，

それぞれの書 とその内容を 「神 からのも

のとし，さらに民や教会の定めとして」

受 け 入れる ように求 めたのです。それ

か らジ ョセ フ ・F・ ス ミス第二副管長

は，会員はそれらの書 を 「神から教会へ

の啓示」 として受 け入れ るとの動議 を提

示 しました。指導者 と会員 たちは満場一

致で，教義と聖約と高価 なる真珠 にある

最初 の示現 とほかの事柄が神の霊感によ

るものであると認めました6(注15)、

この支持 により，大管長会 と十二使徒

会(大 半が ジョセフ ・ス ミスと個人的に

面識があった)お よびほかの教会員は，

1820年 の示現 を内容 とするジョセフ ・ス

ミスの1838年 の歴史記録が，実際の歴吏

的な出来事 を記 した信頼 に足るものであ

ると証 しています。

1830年 か ら現在 に至 るまで，教会幹部

および全世 界の末 日聖徒 は，最初の示現

に関 してのジ ョセフ ・ス ミスの教 えや記

述の真実性 を証 してきました。たとえば
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スペンサー ・W・ キンボール大管長 は次

のように宣言 しています。「このジョセフ

ヘの完全 なる示現を除いては， いかなる

ものも幾世紀にもわたる霧 を取 り払うこ
　

とはできなか った。感性 と隠れたる声 と

示現のみが古い幻想と誤解 を追 い払うこ

とができたのである。

これらすべての世界の神 と，瞭 い主，

救い主なる神の御子は人の形 にてこの少

年 を訪れたもうた。その少年 は生 ける神

を，生 けるキ リス トを見た。」(注16)
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1.記 事 は1832年 ，1835年 ，1838年 お よ び

1842年 に書 か れ た 。予 言 者 は1832年 の経 験 に

関 す る記 事 は出 版 せ ず に， 草 案 だ け を残 して

い る。1835年 の 記事 は カ ー トラ ン ドで の 日記

に記録 さ れて い るが， 予 言 者 は これ を既 刊 の

「教 会 歴 史 」 に は入 れ な か っ た
。1838年 の記

事 は， ジ ョセ フ ・ス ミス が1838年 の春 に着 手

して か ら1839年11月 以 前 に完 成 した もの で あ

る。 こ の歴 史 は当初1842年 の 「タイ ム ズ ・ア

ン ド ・シ ー ズ ン ズ」誌 に発 表 され，1880年 に

教 会 か ら聖 典 と して認 め られ た高価 な る真 珠

の1878年 度 版 に収 め られ て い る。 ウ エ ン トワ

ー スの書 簡 と して 知 られ て い る1842年 の記 事

は，予 言 者 が 準備 した最 後 の もの で あ る。 そ

れ は1838年 の 歴 史 記録 の連 載 が 始 まる少 し前

の1842年3月 に発 表 さ れ た。

2.ジ ョセ フ ・グ ラ ン ト ・ス テ ィー ブ ンソ

24

ン著 「エ ドワ ー ド・ス テ ィー ブ ンソ ンの 生涯 」

(ブ リガム ・ヤ ング 大 学文 学修 士 課 程論 文 ，

pp.19-20，1955年)エ ドワー ド・ス テ ィー

ブ ン ソ ン 「予 言者 ジ ョセ フの 回想 と モル モ ン

経 の 出 現 」(ソ ル ト レー ク ・シテ ィ ー，1893

年 ，P.4)

3.『 オ ル ソ ン ・プ ラ ッ トの経 歴 』 「ミレニ

アル ・スタ ー 」1865年2月11日 付 ，p.88

4。 この 「オ ル ソ ン ・プ ラ ッ トに よ る」伝

道 用 パ ン フ レ ッ トの 出版 に関 して は， ジ ョセ

フ ・ス ミスの1840年12月 付 の 歴 史 記録 に， 「エ

ジ ンバ ラ にて9月 」と記 され て い る。 「教 会 歴

史」4：254参 照 。

5。 「説 教 集 」71220

6.ジ ョセ フ ・ス ミス の最 初 の示 現 に関 す

る記 事 は ミル トン ・V・ バ ック マ ン ・ジ ュニ ア

の 「ジ ョセ フ ・ス ミス の最 初 の 示現 」 の付 録

に発 表 され て い る。(ソ ル トレー ク ・シ テ ィ

ー
， ブ ック ク ラ フ ト社 ，1980年)

7。 ジ ョセ フ ・ス ミス は1832年 の 歴 史記 録

で， 貧 しさ故 に家族 を養 う ため にや む な くき

つ い労 働 に つ き， 自分 と兄 弟 や 姉妹 た ち は教

育 の恩 恵 に あ ずか れ な か っ た と書 いて い る。

さ ら に次 の よ う につ け加 え て い る。「私 は読 み

書 き と計 算 の基礎 的 な法 則 の み を教 え られ た

が ， これ が文 字 通 り私 の受 け た教 育 の す べ て

で あ る と言 え よ う。」(「 ジ ョセ フ ・ス ミスの私

的 書 簡 」 デ ィ ー ン ・C・ジ ェ シー， ソル トレー

ク ・シテ ィー， デ ゼ レ トブ ック社 ，1984年 ，

P.4)

8.「 ミレニ タ ル ・スタ ー 」1849年9月15日

付 ，pp.281-84;1849年10月15日 付 ，

pp，309-12

9.「 説 教 集 」7：220-21

10.ハ イ ドのパ ンフ レ ッ トに は， ほ か に翻

訳 と内容 の違 う もの が あ る。 この 版 の写 しは

教会 歴 史部 に あ る。

11.「 ニ ュー ヨー ク ・ス ペ ク テー ター」1843

年9月23日 付

12.ア レキ サ ンダ ー ・ネ イバ ー の 日記 ，1844

年5月24日 ，末 日聖 徒 教 会 歴 史 部

13.「3晩 の 公 開討 論 」(リ バ プ ー ル， ジ ョ

ン ・テ イラ ー，1850年)pp.23-24

14.「 説 教 集 」21：161

15.「 ミレニ ア ル ・ス タ ー」1880年11月15日

イ寸，pp.723-24

16.ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 「ス ペ ン

サ ー ・W・ キ ンボ ー ル の教 え」 エ ドワ ー ド ・

L・ キ7ボ ー ル 編(ソ ル トレ ー ク ・シテ ィ ー，

ブ ック ク ラ フ ト社 ，1982年)pp.428-30
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